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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
事
業
者

の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
各
位

に
は
、
平
素
か
ら
格
別
の
ご

高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
令
和
８
年
の

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
２
０
２
５
年
の
世

相
を
表
す
漢
字
の
１
位
が

「
熊
」、
２
位
が「
米
」、
３
位

が「
高
」
に
決
定
し
た
と
お

り
、
熊
に
よ
る
人
身
被
害
の

続
出
や
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン

ダ
の
中
国
返
還
、
異
常
気
象

に
よ
る
不
作
や
備
蓄
米
放
出

の
遅
れ
な
ど
に
伴
う
米
の
価

格
高
騰
、
史
上
初
と
な
る
日

経
平
均
株
価
の
５
万
円
突

破
、
憲
政
史
上
初
の
女
性
首

相
で
あ
る
高
市
早
苗
内
閣
総

理
大
臣
の
誕
生
な
ど
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
多

く
の
出
来
事
が
あ
っ
た
１
年

で
し
た
。

ま
た
、
２
５
０
０
万
人
を

超
え
る
来
場
者
数
を
記
録
し

た
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催

や
10
年
ぶ
り
の
快
挙
と
な
っ

た
日
本
人
２
名
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
同
時
受
賞
を
は
じ
め
、
東

京
で
の
世
界
陸
上
の
開
催
や

ア
メ
リ
カ
の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

グ
に
お
け
る
日
本
人
選
手
の

活
躍
な
ど
、
文
化
・
学
術
・

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
明
る
い

話
題
が
あ
り
ま
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で

は
、
昨
年
11
月
に
暫
定
税
率

廃
止
法
が
成
立
し
、
長
年
の

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
軽
油
引

取
税
の
暫
定
税
率
が
令
和
８

年
４
月
１
日
で
廃
止
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
す
る
と
と
も

に
、
軽
油
引
取
税
の
暫
定
税

率
の
廃
止
に
よ
る「
運
輸
事

業
振
興
助
成
交
付
金
」
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
適
切
に
対

応
す
る
こ
と
が
付
帯
決
議
に

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
６
月
に
は
、

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
適

切
な
賃
金
の
確
保
と
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
質
の
向
上
等

を
目
的
と
し
た「
ト
ラ
ッ
ク

適
正
化
二
法（
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
の
一
部
改
正
及

び
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の

適
正
化
の
た
め
の
体
制
の
整

備
等
の
推
進
に
関
す
る
法

律
）」が
可
決
・
成
立
し
、「
許

可
の
５
年
更
新
制
の
導
入
」

や「
適
正
原
価
の
導
入
」
が

法
律
施
行
後
３
年
以
内
を
目

途
と
し
て
講
じ
ら
れ
る
と
と

も
に
、「
委
託
次
数
の
制
限

２
回
以
内
の
努
力
義
務
」
や

「
白
ト
ラ
利
用
の
禁
止
」
は

本
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
に
お
け
る
情
報
収
集
機

能
の
強
化
を
図
り
、
物
流
産

業
全
体
の
取
引
適
正
化
を
進

め
る「
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ

メ
ン
」
は
、
昨
年
10
月
・
11

月
を「
集
中
監
視
月
間
」
と

し
て
、「
公
正
取
引
委
員
会

と
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
荷
主
等

に
対
す
る「
働
き
か
け
」「
要

請
」「
勧
告
・
公
表
」を
行
う

た
め
、
集
中
的
に
情
報
収
集

や
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、「
長
時
間
の
荷
待

ち
」「
契
約
に
基
づ
か
な
い
付

帯
業
務
」「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
確
保
に
影
響
を
及
ぼ
す

輸
送（
非
合
理
な
到
着
時
間

の
設
定
、
重
量
違
反
等
と
な

る
よ
う
な
輸
送
依
頼
、
燃
料

費
等
の
コ
ス
ト
増
加
に
係
る

運
賃
・
料
金
等
の
不
当
な
据

え
置
き
）」な
ど
の「
違
反
原

因
行
為
」
を
し
て
い
る
疑
い

の
あ
る
荷
主
・
元
請
事
業
者

が
あ
り
ま
し
た
ら
、「
ト
ラ

ッ
ク
物
流
・
Ｇ
メ
ン
」
ま
た

は「
Ｇ
メ
ン
調
査
員
」
へ
の

情
報
提
供
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

こ
の
他
、
適
切
な
価
格
転

嫁
と
取
引
適
正
化
の
定
着
を

主
眼
と
し
て
、
昨
年
５
月
に

「
下
請
法
お
よ
び
下
請
振
興

法
」
が「
取
適
法
お
よ
び
振

興
法（
製
造
委
託
等
に
係
る

中
小
受
託
事
業
者
に
対
す
る

代
金
の
支
払
の
遅
延
等
の
防

止
に
関
す
る
法
律
お
よ
び
受

託
中
小
企
業
振
興
法
）」
へ

と
改
正
さ
れ
、「
運
送
委
託

の
対
象
取
引
へ
追
加
」「
協
議

に
応
じ
な
い
一
方
的
な
代
金

決
定
の
禁
止
」「
主
務
大
臣
に

よ
る
執
行
強
化
」
な
ど
が
本

年
１
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

会
員
の
皆
様
が
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
に
関
す
る
諸
経
費
を
運

賃
・
料
金
に
着
実
に
反
映
で

き
る
よ
う
、
東
ト
協
と
し
て

も
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
は
、

生
活
と
経
済
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
と
し
て
、
都
民
生
活
や
産

業
活
動
の
維
持
・
発
展
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

あ
り
、「
物
流
の
２
０
２
４

年
問
題
」
を
契
機
と
し
て
、

そ
の
存
在
価
値
と
重
要
性
は

よ
り
一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
99
％
以
上

が
中
小
企
業
で
あ
る
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
は
、
慢
性
的
な

人
手
不
足
に
加
え
、
物
価
の

上
昇
や
燃
料
価
格
の
高
止
ま

り
に
よ
り
、
か
つ
て
な
い
ほ

ど
の
厳
し
い
経
営
環
境
に
直

面
し
て
お
り
ま
す
。

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る

今
、
東
ト
協
で
は「
ド
ラ
イ

バ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
視
点

に
立
ち
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
処

遇
改
善
や
教
育
・
健
康
管
理

等
の
支
援
な
ど
を
通
じ
て
、

業
界
の
社
会
的
地
位
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
今
回

も
燃
料
費
負
担
の
軽
減
に
資

す
る
支
援
を
東
京
都
に
要
請

し
た
と
こ
ろ
、「
東
京
都
運

輸
事
業
者
向
け
燃
料
費
高
騰

緊
急
対
策
事
業
支
援
金
」
の

交
付
が
決
定
し
ま
し
た
。
現

在
、
申
請
の
受
付
が
行
わ
れ

て
お
り
、
１
月
23
日
が
締
め

切
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
申
請
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

各
支
部
の
皆
様
の
ご
協
力

の
も
と
、
一
昨
年
11
月
か
ら

昨
年
２
月
ま
で
実
施
し
ま
し

た「
標
準
的
運
賃
の
届
出
促

進
活
動
」
の
結
果
、
東
ト
協

の
会
員
に
よ
る「
標
準
的
運

賃
」
の
届
け
出
は
、
昨
年
２

月
末
時
点
で
95
・
７
％
と
な

り
ま
し
た
。

「
標
準
的
運
賃
」
は
い
ず

れ「
適
正
原
価
」
と
い
う
法

的
根
拠
の
あ
る
形
に
再
編
成

さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
の

間
、
標
準
的
運
賃
は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
賃
上
げ
と
事
業
継

続
に
必
要
な
原
資
を
獲
得
す

る
た
め
に
荷
主
と
交
渉
す
る

際
の
極
め
て
有
効
な
ツ
ー
ル

と
し
て
、
し
ば
ら
く
の
間
、

存
続
し
ま
す
。

今
後
も「
標
準
的
運
賃
」

を
活
用
し
、
適
正
な
運
賃
・

料
金
が
収
受
で
き
る
取
引
環

境
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
と

っ
て
、
輸
送
の
安
全
の
確
保

は
極
め
て
重
要
な
課
題
で
す
。

し
か
し
、
昨
年
の
警
視
庁

管
内
に
お
け
る
事
業
用
貨
物

自
動
車
が
関
与
し
た
死
亡
事

故
の
う
ち
、
東
ト
協
の
会
員

が
第
一
当
事
者
と
な
っ
た
死

亡
事
故
件
数
は
、
残
念
な
が

ら
一
昨
年
を
上
回
っ
て
し
ま

っ
た
た
め
、
会
員
の
皆
様
に

「
歩
行
者
保
護
と
基
本
的
な

安
全
確
認
を
徹
底
す
る
啓
発

文
書
」
を
発
出
し
て
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
指
導
強
化
を
求
め

た
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
厳
し
い
結
果
を
重

く
受
け
止
め
、
本
年
は
昨
年

以
上
に
交
通
事
故
の
防
止
に

向
け
て
、
安
全
教
育
や
健
康

管
理
の
再
徹
底
を
図
る
と
と

も
に
、
春
・
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
実
施
期
間
中
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て

広
報
・
啓
発
活
動
に
取
り
組

み
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
安
全

の
た
め
の
施
策
を
強
力
に
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

東
ト
協
で
は
、
親
子
で
安

全
と
環
境
を
学
べ
る
体
験

型
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
ト

ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
」
を
毎
年
開
催
し
て
お
り

ま
す
。

昨
年
は
、
安
全
と
環
境
に

加
え
て
、
能
登
半
島
地
震
・

豪
雨
災
害
に
お
け
る
被
災
地

支
援
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、

一
昨
年
を
上
回
る
１
万
４
千

人
を
超
え
る
都
民
の
皆
様
に

業
界
の
役
割
や
協
会
の
取
り

組
み
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

協
賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た

企
業
・
団
体
並
び
に
会
員
の

皆
様
に
改
め
て
感
謝
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
本
年
も
９

月
12
日（
土
）に「
ト
ラ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０

２
６
」
を
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

そ
の
他
、
東
ト
協
で
は
、

グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
、政
府
が
進
め
る「
２

０
２
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
宣
言
」、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、

東
京
都
に
よ
る「
ゼ
ロ
エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
東
京
」
の
実
現
と

い
っ
た
環
境
問
題
に
つ
き
ま

し
て
、
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

税
制
や
関
係
法
令
の
改
正

な
ど
に
よ
り
、
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
は
歴
史
的
な
転
換
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。

物
流
に
対
す
る
社
会
の
理

解
が
進
ん
だ
こ
と
で
運
賃
水

準
も
上
昇
傾
向
に
あ
る
な

ど
、
業
界
に
は
こ
れ
ま
で
に

な
い
追
い
風
が
吹
い
て
い
ま

す
。こ

の
好
機
を
逃
す
こ
と
な

く
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
待
遇
改
善
や
業
界
の
社
会

的
地
位
の
向
上
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
に
は
、
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

本
年
は
、「
ト
ラ
ッ
ク
適

正
化
二
法
へ
の
積
極
的
な
対

応
」「
協
会
の
将
来
を
見
据
え

た
会
員
基
盤
の
強
化
」「
ド
ラ

イ
バ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
の
さ
ら

な
る
取
り
組
み
」
を
最
重
要

課
題
と
位
置
づ
け
、
物
流
の

第
一
線
で
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に

携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
会
員
の

皆
様
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
多
様
な
活

動
を
通
じ
て
協
会
の
円
滑
な

運
営
を
支
え
る
支
部
と
、
協

会
の
か
じ
取
り
を
担
う
本
部

と
が
三
位
一
体
と
な
り
、
関

係
行
政
機
関
や
関
係
団
体
と

緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
講
じ
て
ま

い
り
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
関

係
各
位
の
一
層
の
ご
支
援
・

ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
本
年
の
皆
々
様
の
ご
事

業
の
ご
隆
盛
と
ご
健
勝
・
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
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田
中
敏
之

澤
幡

淳

坂
田
生
子

石
川
康
司

谷
口
眞
二

田
中
秀
樹

種
子
田
清
志

土
屋
秀
明

大
島
弥
一

緋
田
政
人

西

誠

星
野
昌
康

菖
蒲

亨

篠
本
密
治

佐
久
間
恒
好

北
澤

聡

松
本
有
司

髙
橋
圭
一
郎

浅
野
利
幸

香
川
省
司

天
野
直
人

鈴
木

貢

金
原
裕
一

鳥
ノ
海

学

笠
原
史
久

山
﨑

正

宮
城
俊
弥

石
井
英
明

関

和
広

津
島
英
世

小
菅
泰
治

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
、新
春
の

御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

自
動
車
運
送
事
業
者
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
、

安
全
・
安
心
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
日
々
ご
尽
力

さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

昨
年
は
、
物
価
の
高
騰
、

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
や
い

わ
ゆ
る「
２
０
２
４
年
問
題
」

に
よ
る
労
働
力
不
足
な
ど
、

運
輸
等
の
産
業
は
、様
々
な

課
題
に
直
面
し
て
ま
い
り
ま

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

交
通
・
運
輸
事
業
者
の
皆

様
は
、
安
全
・
安
心
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
た
め
日
々
ご
尽

力
さ
れ
て
お
り
、
心
か
ら
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
物

価
高
騰
、
労
働
力
不
足
な
ど

交
通
・
運
輸
等
の
事
業
環
境

は
厳
し
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。

東
京
運
輸
支
局
は
、
政
府

の
支
援
策
を
活
用
し
、安
全・

安
心
を
し
っ
か
り
確
保
し

た
上
で
、
利
用
者
の
利
便
性

向
上
、
経
営
環
境
や
労
働
環

境
の
改
善
、
地
域
活
性
化
な

ど
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま

す
。以
下
、具
体
の
施
策
で
す
。

１
．
運
輸
事
業
の
生
産
性
の

向
上
と
労
働
力
確
保

自
動
車
運
送
事
業
は
、
我

が
国
の
暮
ら
し
と
経
済
お
よ

び
社
会
生
活
を
支
え
る
極
め

て
重
要
な
基
幹
産
業
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
生
産
年
齢

人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
、

「
２
０
２
４
年
問
題
」
な
ど

に
よ
り
、
自
動
車
運
送
事
業

の
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
深
刻

な
問
題
で
す
。

ト
ラ
ッ
ク
関
係
に
つ
い
て

は
、
昨
年
４
月
に「
改
正
物

流
法
」
が
一
部
施
行
さ
れ
、

ま
た
、
翌
５
月
に
は「
改
正

下
請
法（
取
適
法・振
興
法
）」

が
成
立
、
さ
ら
に
翌
６
月
に

は
、
２
０
２
４
年
問
題
対
応

の
制
度
面
で
の
総
仕
上
げ
と

し
て
、
議
員
立
法
に
よ
り
事

業
許
可
更
新
制
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ「
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化

二
法
」
が
成
立
す
る
な
ど
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
適
正

化
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
賃
上
げ

に
向
け
、
政
府
全
体
が
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

改
正
物
流
法
で
は
、
昨
年

４
月
の
一
部
施
行
に
続
き
、

本
年
４
月
よ
り
、
物
流
全
体

へ
の
寄
与
度
が
高
い
一
定
規

模
以
上
の
事
業
者
に
、「
物

流
統
括
管
理
者
の
選
任
」「
中

し
た
。

関
東
運
輸
局
と
し
ま
し
て

は
、国
土
交
通
省
を
は
じ
め

政
府
と
し
て
講
じ
て
い
る
支

援
策
を
活
用
し
、安
全
・
安

心
を
し
っ
か
り
確
保
し
た
上

で
、利
用
者
の
利
便
性
向
上
、

経
営
環
境
や
労
働
環
境
の
改

善
な
ど
の
取
組
を
引
き
続
き

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

以
下
、関
東
運
輸
局
が
取

り
組
む
施
策
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

深
刻
化
す
る
労
働
力
不
足

へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
、

い
わ
ゆ
る「
２
０
２
４
年
問

題
」
は
、
昨
年
も
様
々
な
場

で
申
し
上
げ
た
と
お
り
、２

０
２
４
年
で
終
わ
り
で
は
な

く
、２
０
３
０
年
に
向
け
人

手
不
足
は
今
後
益
々
厳
し
い

状
況
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る

た
め
、
引
き
続
き
、
対
策
を

強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

制
度
面
で
は
、昨
年
４
月

に
改
正
物
流
法
が
一
部
施
行

さ
れ
、翌
５
月
に
は
改
正
下

請
法
が
成
立
、さ
ら
に
翌
６

月
に
は
、２
０
２
４
年
問
題

対
応
の
制
度
面
で
の
総
仕
上

げ
と
し
て
、議
員
立
法
に
よ

り
事
業
許
可
更
新
制
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
適
正

化
二
法
が
成
立
す
る
な
ど
、

取
引
環
境
の
適
正
化
や
ド
ラ

イ
バ
ー
の
賃
上
げ
の
実
現
に

向
け
、着
々
と
取
組
が
進
ん

で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
法
改
正
を
通
じ

て
、物
流
事
業
者
だ
け
で
は

な
く
、荷
主
側
に
お
い
て
も

物
流
事
業
者
と
協
力
し
て
物

流
を
よ
く
し
て
い
こ
う
と
い

う
機
運
が
、こ
れ
ま
で
に
な

く
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
な
お
、

中
小
企
業
庁
の
価
格
交
渉
促

進
月
間
の
調
査
結
果
を
み
ま

す
と
、ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
は
、

価
格
交
渉
・
価
格
転
嫁
と
も

に
他
業
種
と
比
較
し
て
進
ん

で
お
ら
ず
、引
き
続
き
改
善

が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
適
正
運
賃
の
収
受
の

た
め
に
は
、荷
主
側
の
み
な

ら
ず
、事
業
者
側
の
取
組
も

大
変
重
要
で
す
。
元
請
を
中

心
と
し
て
、事
業
者
の
皆
様

に
は
、改
正
法
の
着
実
な
履

行
と
と
も
に
、荷
主
等
に
対

し
、適
正
原
価
に
か
か
る
法

施
行
ま
で
は
標
準
的
運
賃
の

活
用
や
、実
運
送
の
コ
ス
ト

を
踏
ま
え
た
価
格
交
渉
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、ト
ラ
ッ
ク
・
物
流

Ｇ
メ
ン
は
、昨
年
10
月
と
11

月
の
集
中
監
視
月
間
に
は
、

公
正
取
引
委
員
会
の
ほ
か
、

各
都
県
労
働
局
や
労
働
基
準

監
督
署
と
連
携
し
、荷
主
等

へ
の
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、悪
質
な

荷
主
等
に
対
し
て
は
厳
正
に

是
正
指
導
を
行
い
、取
引
環

境
の
改
善
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

長
期
計
画
の
策
定
、
定
期
報

告
」の
義
務
が
課
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
ト
ラ
ッ
ク
適
正

化
二
法
で
は
、｢

許
可
の
更

新
制
の
導
入｣｢

『
適
正
原
価
』

を
継
続
し
て
下
回
ら
な
い
こ

と
を
確
保｣｢

委
託
次
数
の

制
限｣｢

違
法
な『
白
ト
ラ
』

に
係
る
荷
主
な
ど
の
取
り

締
ま
り｣

な
ど
を
定
め
ま
し

た
。｢

許
可
の
更
新
制｣

と｢

適
正
原
価
の
遵
守
義
務｣

は

３
年
以
内
に
施
行
し
ま
す
。

ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
お
よ
び
貨
物
利
用
運
送
事

業
者
が
運
送
を
引
き
受
け
る

場
合
、
再
委
託
を
２
回
以
内

に
制
限
す
る
努
力
義
務
を
課

す｢

委
託
次
数
の
制
限｣

と
、

｢

白
ト
ラ
に
係
る
取
り
締
ま

り｣

は
本
年
４
月
よ
り
施
行

し
ま
す
。

設
置
か
ら
３
年
目
の「
ト

ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
」は
、

昨
年
10
月
と
11
月
を
集
中
監

視
月
間
と
位
置
づ
け
、
公
正

取
引
委
員
会
の
ほ
か
、
各
都

県
労
働
局
や
労
働
基
準
監
督

署
と
連
携
し
、「
荷
主
等
へ

の
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
不

適
正
な
取
引
の
具
体
的
な
情

報
」
が
繰
り
返
し
寄
せ
ら
れ

た
荷
主
等
に
対
し
て
は
厳
正

に
是
正
指
導
し
、
取
引
環
境

の
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

当
支
局
は
、
関
係
省
庁
と

の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
取

引
環
境
の
適
正
化
や
ド
ラ
イ

バ
ー
の
賃
上
げ
の
た
め
、
改

正
法
を
周
知
し
、
荷
主
や
消

費
者
等
へ
働
き
か
け
、
持
続

可
能
な
物
流
の
実
現
に
向

け
、
ト
ラ
ッ
ク
業
界
が
さ
ら

に
魅
力
的
な
産
業
と
な
る
よ

う
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

２
．
交
通
の
安
全
・
安
心
の

確
保
と
災
害
対
応

交
通
の
安
全
・
安
心
の
確

保
は
、
交
通
政
策
の
大
前
提

で
あ
り
最
優
先
課
題
で
す
。

事
業
者
の
皆
様
が
自
ら
安
全

管
理
体
制
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
運

輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の

一
層
の
普
及
・
徹
底
を
図
り

ま
す
。

具
体
的
に
は
、
自
動
車
等

の
事
業
者
の
実
態
を
考
慮
し

て
評
価
し
、
取
組
に
対
し
て

評
価
し
、
助
言
し
、
制
度
の

浸
透
に
努
め
る
な
ど
、
各
事

業
者
の「
安
全
風
土
の
醸
成
」

お
よ
び「
交
通
の
安
全
確
保

に
関
す
る
環
境
作
り
」
に
取

り
組
み
ま
す
。
併
せ
て
、
夏

季
と
年
末
年
始
の
輸
送
安
全

総
点
検
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

自
動
車
運
送
事
業
の
監
査

に
つ
い
て
は
、一
昨
年
10
月
、

飲
酒
運
転
に
係
る
行
政
処
分

基
準
を
強
化
し
ま
し
た
。
重

大
か
つ
悪
質
な
法
令
違
反
の

疑
い
の
あ
る
事
業
者
に
は
、

集
中
的
な
監
査
と
厳
格
な
処

分
等
の
措
置
を
講
じ
、
法
令

違
反
を
是
正
・
改
善
し
な
い

事
業
者
に
は
、
事
業
停
止
ま

た
は
事
業
許
可
の
取
消
処
分

と
す
る
な
ど
、
実
効
性
の
あ

る
監
査
・
処
分
等
を
行
い
ま

す
。ま

た
、
自
動
車
運
送
事
業

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

「
事
業
用
自
動
車
総
合
安
全

プ
ラ
ン
２
０
２
５
」
を
踏
ま

え
た「
関
東
地
域
事
業
用
自

動
車
安
全
施
策
」
を
毎
年
と

り
ま
と
め
、
継
続
的
に
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
は
、
令
和
６
年

中
の
事
故
発
生
状
況
を
受

け
、「
飲
酒
運
転
」「
高
齢
歩

行
者
の
死
傷
事
故
」「
ト
ラ
ッ

ク
の
追
突
事
故
」
な
ど
を
最

重
要
項
目
と
位
置
づ
け
、
事

業
者
団
体
等
と
連
携
し
て
事

故
削
減
に
引
き
続
き
取
り
組

み
ま
す
。

以
上
が
東
京
運
輸
支
局
の

施
策
、所
信
の
一
端
で
す
が
、

こ
れ
ら
の
取
組
を
実
践
す
る

た
め
に
は
、
地
方
自
治
体
、

関
係
団
体
、
事
業
者
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
の
皆
様
と
の

一
体
的
な
取
組
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

今
後
と
も
、
東
京
運
輸
支

局
の
行
政
の
推
進
に
関
し
、

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
、

ま
た
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

関
東
運
輸
局
と
し
ま
し
て

は
、国
土
交
通
本
省
や
関
係

省
庁
と
の
連
携
を
一
層
強
化

し
、
改
正
法
の
周
知
浸
透
、

荷
主
や
消
費
者
等
へ
の
働
き

か
け
に
取
り
組
み
、持
続
可

能
な
物
流
の
実
現
に
向
け
、

ま
た
、ト
ラ
ッ
ク
業
界
が
更

に
魅
力
的
な
産
業
と
し
て
発

展
す
る
よ
う
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、交
通
の
安
全
・
安

心
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
、

自
動
車
運
送
事
業
の
監
査
で

は
、
昨
年
６
月
、
全
国
規
模

の
貨
物
運
送
事
業
者
で
あ
る

日
本
郵
便
に
お
い
て
、点
呼

の
未
実
施
や
不
実
記
載
が
多

数
の
営
業
所
で
確
認
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、一
般
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
の
許
可
取
消
処

分
を
行
い
ま
し
た
。今
後
も
、

重
大
か
つ
悪
質
な
法
令
違
反

の
疑
い
の
あ
る
事
業
者
に
対

し
て
は
、集
中
的
な
監
査
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、厳
格

な
処
分
を
講
じ
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、自
動
車
運
送
事
業

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

「
事
業
用
自
動
車
総
合
安
全

プ
ラ
ン
２
０
２
５
」に
基
づ

き
、
毎
年
度「
関
東
地
域
事

業
用
自
動
車
安
全
施
策
」を

策
定
し
、継
続
的
な
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
、令
和
８
年
度
か
ら
は

新
た
な
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ

る
た
め
、こ
れ
に
基
づ
き
安

全
施
策
を
策
定
し
、よ
り
一

層
の
事
故
防
止
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、自
動
車
運
送
事

業
関
連
の
手
続
に
つ
い
て

は
、昨
年
９
月
よ
り
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
を
順
次
開
始
し
ま

し
た
。
来
所
に
要
す
る
時
間

の
削
減
に
よ
り
、申
請
者
の

利
便
性
向
上
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

以
上
、新
し
い
年
を
迎
え

る
に
当
た
り
、関
東
運
輸
局

に
お
け
る
施
策
、所
信
の
一

端
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
実
効
性
を
高
め
る

た
め
に
は
、運
輸
事
業
者
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
者
と
連

携
し
た
一
体
的
な
取
組
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、関
東
運
輸
局

の
行
政
の
推
進
に
関
し
、皆

様
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、私
の
新
年
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東京運輸支局長
৫田 ཅ一

関東運輸局長
౻田 ྱࢠ

令
和
８
年

新
年
の
あ
い
さ
つ
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
並
び

に
会
員
の
皆
様
方
に
は
、平
素
か

ら
東
京
の
産
業
・
経
済
の
発
展

や
都
民
生
活
を
支
え
る
物
流
の

原
動
力
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ

き
、厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
10
月
に
発
生
し
た
台
風

22
号
・
23
号
は
、
八
丈
島
を
は

じ
め
島
し
ょ
部
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、貴
協
会

お
よ
び
会
員
事
業
者
様
の
ご
協

力
の
も
と
、都
と
の
協
定
に
基
づ

き
、被
災
地
への
救
援
物
資
輸
送

を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

災
害
時
の
迅
速
な
対
応
と
、
現

場
で
の
柔
軟
な
連
携
は
、日
頃
の

皆
様
方
の
ご
努
力
に
よ
り
構
築

さ
れ
た
強
靭
な
物
流
体
制
の
賜

物
で
あ
り
、改
め
て
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
今
の
物
価
高
騰
や
不
安
定

な
国
際
情
勢
等
に
よ
り
厳
し
い

社
会
・
経
済
状
況
が
続
く
中
、

物
流
業
界
で
は
、担
い
手
不
足
に

加
え
、
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
に
よ
る
輸
送
力
の
不
足
が
懸

念
さ
れ
る
な
ど
、多
く
の
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中

で
、貴
協
会
で
は
、自
動
車
運
送

業
界
を
先
導
し
、
環
境
性
能
優

良
車
の
導
入
促
進
や
グ
リ
ー
ン
・

エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
よ

る
環
境
対
策
、
交
通
安
全
・
事

故
防
止
対
策
事
業
の
ほ
か
、女
性

ド
ラ
イ
バー
の
活
用
推
進
な
ど
、

業
界
の
健
全
な
発
展
に
向
け

様
々
な
課
題
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
今
後
も
こ
う
し
た
諸

課
題
に
ご
対
応
い
た
だ
く
と
と

も
に
、持
続
可
能
な
物
流
の
実
現

に
向
け
、
引
き
続
き
取
組
を
推

進
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
現
在
都
は
、「
２
０
５

０
東
京
戦
略
」に
お
い
て
、物
流

政
策
を
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、

都
市
基
盤
整
備
や
物
流
機
能
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
る

高
速
道
路
や
骨
格
幹
線
道
路
等

の
整
備
を
進
め
、
交
通
渋
滞
の

解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害

時
の
迂
回
ル
ー
ト
を
確
保
す
る

た
め
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備

や
連
続
立
体
交
差
事
業
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、物
流
の
効
率
化
に
向
け

た
社
会
的
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
醸

成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
東
京
物

流
ビ
ズ
」
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、引
き
続
き
再

配
達
削
減
な
ど
の
物
流
の
効
率

化
に
向
け
て
、荷
主
や
消
費
者
に

対
し
、
積
極
的
な
広
報
を
展
開

し
て
い
く
な
ど
、皆
様
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、様
々
な
施

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
燃
料
価
格
高
騰
の

影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
貨
物

運
送
事
業
者
の
皆
様
に
向
け
て
、

運
輸
事
業
者
向
け
燃
料
費
高
騰

緊
急
対
策
事
業
を
今
年
度
も
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
本
事
業
に
つ

い
て
、会
員
の
皆
様
方
へ
の
ご
周

知
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。末

筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
貴

協
会
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
の

益
々
の
ご
発
展
と
ご
繁
栄
を
心

か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

令
和
８
年
の
年
頭
に
当
た
り
、

一
般
社
団
法
人
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
並
び
に
会
員
の
皆
様
に

は
、
平
素
よ
り
労
働
行
政
の
推

進
に
つ
き
ま
し
て
、格
別
の
御
理

解
、御
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

と
り
わ
け
、
改
正
物
流
法
の

周
知
等
を
通
じ
、
自
動
車
運
転

者
の
働
き
方
改
革
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

昨
年
11
月
21
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
た「『
強
い
経
済
』を
実
現

す
る
総
合
経
済
対
策
」で
は
、柱

の
一
つ
と
し
て「
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
を
は
じ
め
と
す
る

賃
上
げ
環
境
の
整
備
」が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

東
京
労
働
局
に
お
い
て
も
各

種
施
策
を
通
じ
て
、
物
価
上
昇

を
上
回
る
持
続
的
な
賃
上
げ
の

実
現
が
定
着
す
る
よ
う
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
東
京
労
働
局
で
は
、国

民
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
生

涯
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
に

向
け
、働
く
人
と
職
場
の
未
来
を

つ
な
ぐ
べく
、最
低
賃
金
・
賃
金

の
引
上
げ
に
向
け
た
支
援
や
多

様
な
人
材
の
活
躍
促
進
の
ほ
か
、

次
の
事
項
を
重
点
と
し
て
、行
政

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
は
人
材
確
保
支
援
の
推

進
に
つ
い
て
で
す
。

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
等
に

伴
い
、多
く
の
職
種
で
人
手
不
足

と
な
り
、特
に
、医
療
・
介
護
、

保
育
、建
設
、警
備
、運
輸
分
野

等
の
職
種
で
人
手
不
足
感
が
顕

著
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

東
京
労
働
局
で
は
、
都
内
８

か
所
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
設
置
し

た
人
材
確
保
・
就
職
支
援
コ
ー

ナ
ー
を
中
心
に
、
人
手
不
足
分

野
で
の
就
職
を
希
望
す
る
求
職

者
に
対
す
る
就
職
支
援
や
求
人

コ
ン
サ
ル
テ
ィン
グ
、ツ
ア
ー
型
面

接
会
等
の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
等
に
よ
り
、積
極
的
な
マ

ッ
チ
ン
グ
支
援
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。次に

、
職
場
環
境
改
善
に
向

け
た
取
組
に
つ
い
て
で
す
。

人
手
不
足
下
に
あ
っ
て
、将
来

に
わ
た
っ
て
貴
重
な
担
い
手
の
確

保
・
育
成
・
定
着
を
図
る
観
点

か
ら
も
、ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お

け
る
働
き
方
改
革
は
必
要
不
可

欠
で
す
。

東
京
労
働
局
で
は
、
関
東
運

輸
局
と
も
連
携
し
、
都
内
の
荷

主
企
業
に
対
し
、
長
時
間
の
恒

常
的
な
荷
待
ち
を
発
生
さ
せ
な

い
よ
う
要
請
す
る
な
ど
、
発
着

荷
主
を
含
め
た
業
界
全
体
に
対

す
る
総
合
的
な
対
策
を
引
き
続

き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
第
14
次
労
働
災
害

防
止
計
画
に
基
づ
き
、
労
働
災

害
防
止
対
策
を
進
め
る
と
と
も

に
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等
の
健
康

確
保
対
策
も
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。こ

う
し
た
施
策
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、貴
会
の
皆
様
方
と
の

一
層
の
連
携
が
不
可
欠
な
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

貴
会
並
び
に
会
員
の
皆
様
の

引
き
続
き
の
御
理
解
、
御
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

結
び
に
、貴
会
の
益
々
の
御
発

展
、
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
を

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
御
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

令
和
８
年
の
新
春
に
あ
た
り
、

謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。東

京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
皆

様
を
は
じ
め
、運
輸
事
業
に
携
わ

る
皆
様
方
に
は
、
交
通
事
故
抑

止
対
策
に
お
け
る
警
察
の
重
要

な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、平
素
よ

り
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
職
域
等

で
交
通
安
全
活
動
に
献
身
的
に

取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
警
察
行

政
の
各
般
に
わ
た
り
深
い
御
理

解
と
御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま

す
こ
と
に
対
し
、改
め
て
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、昨
年
の
都
内
に
お
け
る

交
通
事
故
情
勢
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
前
年
に
比
べ
発
生
件
数

は
増
加
し
た
も
の
の
、死
者
数
は

前
年
比
12
人
減
少
と
な
る
１
３

４
人
と
な
り
ま
し
た
が
、一
方
で
、

未
だ
多
く
の
尊
い
命
が
交
通
事

故
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
い
る
こ
と

に
変
わ
り
な
く
、依
然
と
し
て
、

飲
酒
運
転
な
ど
に
起
因
す
る
悪

質
、
危
険
な
重
大
交
通
事
故
も

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ま
た
、
事
業
用
貨
物
車
が
関

与
す
る
交
通
事
故
に
つ
い
て
も
、

出
会
い
頭
や
右
左
折
時
な
ど
交

差
点
に
お
け
る
死
亡
事
故
を
は

じ
め
、
追
突
な
ど
に
よ
る
重
大

事
故
が
発
生
し
て
い
る
点
に
つ
い

て
は
、私
ど
も
警
察
を
含
め
、重

く
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、

交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
快
適

な
交
通
社
会
を
実
現
す
る
こ
と

は
、警
察
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な

使
命
で
あ
り
、不
断
に
取
り
組
む

べ
き
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

本
年
も「
世
界
一
の
交
通
安

全
都
市
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
を
目
指
し

て
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、４
月

に
施
行
さ
れ
る
自
転
車
に
対
す

る
交
通
反
則
通
告
制
度
や
交
通

ル
ー
ル
の
周
知
を
は
じ
め
、重
大

事
故
に
直
結
す
る
悪
質
性
・
危

険
性
の
高
い
違
反
に
重
点
を
置

い
た
指
導
取
締
り
、
子
供
と
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
、
飲
酒

運
転
の
根
絶
に
向
け
た
取
組
な

ど
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
１
件

で
も
減
ら
せ
る
よ
う
、全
力
で
交

通
事
故
抑
止
対
策
に
傾
注
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、交
通
事
故
を

減
ら
す
た
め
の
取
組
は
、警
察
の

力
だ
け
で
は
成
し
遂
げ
ら
れ
る

も
の
で
は
な
く
、官
民
一
体
と
な

っ
た
継
続
的
な
取
組
が
必
要
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
、
交
通
安
全
意
識
の

普
及
・
啓
発
や
模
範
的
な
運
転

の
継
続
等
を
通
じ
て
、
交
通
事

故
抑
止
に
一
層
の
御
支
援
と
御

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
皆

様
方
の
御
多
幸
と
御
健
勝
を
心

よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

東京労働局長
増田 嗣郎

警視庁交通部長
日下 真一

東京都技監
谷崎 馨一

年頭のあいさつ令和８年
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【
中
央
支
部
】

◆
株
式
会
社
清
興
ロ
ジ
＝

中
央
区
日
本
橋
小
網
町
16
の

21
の
６
０
３
▽
☎
03
・
３
６

６
８
・
６
６
８
１
▽
一
般
貨

物
運
送（
普
通
車
３
台
、
被

け
ん
引
車
３
台
、
け
ん
引
車

３
台
）、利
用
運
送

【
江
戸
川
支
部
】

◆
株
式
会
社
Ｔ
・
Ｉ
ト
ラ

ス
ト
テ
ク
ノ
＝
江
戸
川
区
中

葛
西
３
の
36
の
11
イ
ー
ス
ト

ア
ベ
ニ
ュ
ー
７
０
３
▽
☎

03
・
６
８
０
８
・
２
２
０
０

▽
一
般
貨
物
運
送（
普
通
車

５
台
）、利
用
運
送

16
日

ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二

法
等
に
関
す
る
説
明
会

17
日

物
流
経
営
士
課
程

18
日

東
京
都
交
付
金
事
業

審
議
委
員
会
▽
支
部
長
会

▽
同
懇
親
会

19
日

支
部
事
務
局
事
務
長

会
議
▽
同
懇
親
会

21
日
㈬

13
時
30
分
＝
物
流

経
営
士
課
程（
東
ト
総
合

会
館
）

22
日
㈭

11
時
＝
女
性
部
正

副
本
部
長
会
議（
東
ト
総

合
会
館
）
▼
12
時
＝
同
幹

事
会（
同
／
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）

23
日
㈮

11
時
＝
正
副
会
長

会（
帝
国
ホ
テ
ル
東
京
）

▼
12
時
＝
東
京
ト
ラ
ッ
ク

業
界
新
年
交
歓
会（
同
）

24
日
㈯

９
時
＝
初
任
運
転

者
特
別
講
習（
東
ト
総
合

会
館
）

27
日
㈫

14
時
＝
鉄
鋼
専
門

部
会
安
全
環
境
委
員
会

（
東
ト
総
合
会
館
）

28
日
㈬

13
時
30
分
＝
物
流

経
営
士
課
程（
東
ト
総
合

会
館
）
▼
15
時
＝
引
越
専

門
部
会
役
員
会（
同
）

29
日
㈭

14
時
＝
ト
ラ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２

０
２
６
実
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

会
議（
東
ト
総
合
会
館
／

Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）

31
日
㈯

８
時
50
分
＝
運
行

管
理
者
試
験
事
前
講
習
会

（
東
ト
総
合
会
館
）

【
１
月
16
〜
31
日
】

令
和
８
年

【
12
月
16
〜
31
日
】

令
和
７
年

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
交
通
遺

児
等
助
成
財
団
に
、
次
の
方

か
ら
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
上
松
輸
送
㈱（
上
松
利

充
代
表
取
締
役
）
＝
写
真
は

水
野
功
会
長
に
寄
附
金
を
贈

呈
す
る
上
松
氏
㊨

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

昨
年
12
月
24
日
、
国
土
交
通

省
の
沓
掛
敏
夫
道
路
局
長
に

対
し
、
特
殊
車
両
通
行
制
度

に
関
す
る
要
望
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
全
ト
協
か
ら
内

宮
昌
利
重
量
部
会
長
、
宮
地

高
照
鉄
骨
・
橋
梁
部
会
長
、

三
村
文
雄
鉄
鋼
部
会
長
が
出

席
し
、
沓
掛
道
路
局
長
に
要

望
書
を
手
渡
し
た（
写
真
）。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
運

輸
安
全
委
員
会（
森
本
勝
也

委
員
長
）は
昨
年

12
月
26
日
、
東
ト

総
合
会
館
で
、
会

員
事
業
者
関
与
の

交
通
死
傷
事
故
減

少
を
祈
願
し
て
掲

げ
て
い
た「
だ
る

ま
」
の
目
入
れ
式

を
執
り
行
い
、
令

和
７
年
の
目
標
達

成
を
報
告
し
た
。

東
ト
協
は
２
月
14
・
15
日

（
土
・
日
曜
日
）、
令
和
７
年

度
第
３
回「
本
部
集
団
健
診
」

（
定
期
健
康
診
断
）を
実
施

す
る
。

受
診
対
象
は
、
東
ト
協
会

員
事
業
所
に
在
籍
す
る
従
業

員
。定
期
健
診
項
目
の
ほ
か
、

眼
底
検
査
・
大
腸
が
ん
検
診

の
受
診
も
可
能
。申

し
込
み
は

１
月
13
日
ま

で（
受
診
枠
に

空
き
が
あ
る
場

合
、
受
付
期
間

以
降
も
受
け
付

け
る
）。
日
程

は
、
原
則
と
し

て
表
の
通
り
。

２
日
間
合
計

で
10
の
時
間

帯
別
に
各
40

人（
⑥
の
み
20
人
）、各
時
間

帯
に
つ
き
１
事
業
者
10
人
ま

で
申
し
込
み
が
可
能
。

申
し
込
み
は
、

東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の「
申
込
フ

ォ
ー
ム
」
か
ら
行

う
。会

場
は
東
ト
総

合
会
館
、
受
付
は

１
階
ロ
ビ
ー
に

て
。
会
場
で
は
マ

ス
ク
の
着
用
、
手

指
の
消
毒
を
行
う

必
要
が
あ
り
、
ま

た
、
各
時
間
帯
の

受
付
開
始
直
後
は

ロ
ビ
ー
が
混
雑
す

る
た
め
、
受
付
時

間
内
で
の
分
散
に
よ
る
来
館

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

本
部
集
団
健
診
は
、
定
期

健
診
受
診
率
向
上
対
策
の
一

環
と
し
て
、
各
支
部
に
お
け

る
集
団
健
診
を
補
完
す
る
形

で
実
施
し
て
い
る
も
の
。
東

ト
協
で
は
定
期
健
診
の
受
診

促
進
を
図
る
た
め
、７
年
度

「
健
康
診
断
助
成
事
業
」
を

実
施
し
て
お
り
、
一
定
の
条

件
に
よ
り
受
診
費
用
の
一
部

と
し
て
１
人
当
た
り
２
０
０

０
円
を
助
成
し
て
い
る
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
Ｇ（
☎

03
・
３
３
５
９
・
６
２
５
７
）

要
望
で
は
、
特
殊

車
両
通
行
制
度
を
必

要
と
せ
ず
に
大
型
車

両
が
効
率
的
に
走
行

で
き
る
道
路
網
の
整

備
を
強
く
求
め
つ
つ

も
、
そ
の
実
現
に
は

多
大
な
予
算
と
時
間

を
要
す
る
と
指
摘
。

現
行
の
道
路
網
で

は
、
大
型
車
両
の
走

行
に
当
た
り
特
殊
車
両
通
行

制
度
が
必
要
と
な
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、
申
請
件
数
が
年
々

増
加
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
制
度
運
用
の
改
善
を
訴

え
た
。

具
体
的
に
は
、
特
殊
車
両

通
行
確
認
制
度
の
活
用
と
普

及
促
進
を
進
め
る
一
方
で
、

道
路
法
を
遵
守
す
る
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
の
申
請
手

続
き
上
の

負
担
軽
減

と
、
付
与

条
件
の
極
力
の
最
小
化
を
要

望
。そ

の
中
で
、
①
夜
間
21
時

〜
６
時
の
通
行
時
間
帯
条
件

の
緩
和
、
②
特
殊
車
両
通
行

確
認
制
度
の
利
便
性
確
保
お

よ
び
特
殊
車
両
通
行
許
可
申

請
手
続
き
の
簡
素
化
な
ど
―

―
の
実
現
を
求
め
た
。

こ
の
後
、
内
宮
・
宮
地
・

三
村
各
部
会
長
は
、
道
路
局

道
路
交
通
管
理
課
と
要
望
内

容
に
関
し
て
意
見
交
換
し
た
。

な
お
、
内
宮
部
会
長
は
東

ト
協
重
量
品
専
門
部
会
長
、

三
村
部
会
長
は
同
鉄
鋼
専
門

部
会
長
も
務
め
て
い
る
。

本
部
の
業
務
最
終
日
、
目

入
れ
式
に
は
業
務
部
職
員
が

出
席
。
森
本
委
員
長
の
代
理

と
し
て
、
山
﨑
正
専
務
理
事

が
東
ト
協
だ
る
ま
の
右
目
に

墨
を
入
れ
た（
写
真
）。

７
年
に
お
け
る
東
ト
協
会

員
関
与
の
交
通
死
亡
事
故
は

６
件
で
、
前
年
比
１
件
の
減

少
と
な
っ
た
も
の
の
、
こ
の

う
ち
第
一
当
事
者
の
交
通
死

亡
事
故
が
５
件
を
占
め
、
同

２
件
の
増
加
と
な
っ
た
。

同
委
員
会
は
１
月
９
日
、

新
宿
区
の
東
京
四
谷
総
鎮

守
・
須
賀
神
社
に
お
い
て
、

８
年
の
交
通
死
傷
事
故
の
さ

ら
な
る
減
少
を
祈
願
す
る
と

と
も
に
、
新
た
な
だ
る
ま
へ

の
目
入
れ
を
執
り
行
う
。

◆健診開催日時◆

2月14日（土） 2月15日（日）

①  8時30分～  9時30分 ⑦  受付終了

②  受付終了 ⑧  9時30分～10時30分

③  受付終了 ⑨10時30分～11時30分

④11時30分～12時30分 ⑩11時30分～12時30分

⑤14時30分～15時30分 ※申し込みは原則、時間帯別
とし、①～⑩のいずれかの
枠で。定員は各時間帯とも
40人、⑥のみ20人。⑥15時30分～16時00分

಺ٶɾࡾଜ෦ձ௕Β͕ཁ๬

１
ਓ
２
０
０
０
ԁ
ॿ
੒

本
部
集
団
健
診

౦
τ
ڠ

第
３
回

２月14・15日実施
申し込み１月13日まで

全ト協

特
殊
車
両
通
行
制
度
に

関
す
る
要
望
書
を
提
出

౦ト協 運輸安全委員会 交
通
死
亡
事
故
総
件
数
が
減
少

ف
ئ
ͩ
る
·
に
໨
ೖ
Ε



第1336号 ２０２６年（令和８年）１月10日（ 7 ） （ 6 ）特 集協 会

　９回目となる今年度の児童絵画作品コンテストには、都内
の小学校に在籍、または都内に居住する小学生から、「安全な
トラック」「環境にやさしいトラック」「働くトラック」「未来の
トラック」をテーマに、自由な発想で描かれたトラックの絵が
寄せられました。
　昨年12月に行われた「児童
絵画作品コンテスト選考小委
員会」では、１次選考を通過
した50作品について、委員に
よる最終選考を行い、各入賞
作品を決定しました（写真は
作品を審査中の織田陽一東京
運輸支局長）。
　東ト協は２月１日、東ト総合会館で今年度のコンテスト表彰
式を開催します。当日は、児童と保護者などを招待し、入賞者
には賞状と副賞（図書カード）を贈呈する予定です。
　また、コンテストの応募者全員に、参加賞として、スケッチ
ブックと色鉛筆の絵画セットをプレゼントします。入賞作品は、
会館１階ロビーの壁面に掲示するほか、玄関入口横のデジタル
サイネージや、東ト協ホームページの「トラック美術館」でも
紹介します。
　なお、東ト協は８年度もコンテストを開催する予定です。
皆さんからの、多数の応募をお待ちしています。

佳　作

優
秀
賞
《
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
賞
》

優
秀
賞
《
広
報
・
情
報
委
員
長
賞
》

優
秀
賞
《
運
輸
安
全
委
員
長
賞
》

最
優
秀
賞
《
東
京
運
輸
支
局
長
賞
》

౦
ژ
౎
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ڠ
ձớ
ਫ
໺
ޭ
ձ
௕
Ờ

は
ۀ、
ք
΁
の
理
解
ଅ
ਐ
を
໨
的
と
し
た
޿

報
事
ۀ
の
一
؀
と
し
て
、ຖ
年
ø÷
݄
̕
೔
の

ủ
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
の
೔
Ứ
に
߹
Θ
ͤ
、
౎
内
の
খ

ֶ
ੜ
を
対
৅
と
し
たủ
ࣇ
ಐ
ֆ
ը
࡞
඼
ί
ϯ

ς
ε
τ
Ứを
࣮
ࢪ
し
て
い
ま
す
。

ྩ
࿨
̓
年
౓
の
ί
ϯ
ς
ε
τ
に
は
̑
̏

̓
఺
の
Ԡ
ื
が
あ
り
、
ݫ
正
な
৹
ࠪ
の
݁

Ռ
࠷、
༏
ल
৆ớ
౦
ژ
ӡ
༌
ࢧ
ہ
௕
৆
Ờ、༏

ल
৆ớ
౦
τ
ڠ
ձ
௕
৆
޿、
報
・
情
報
ҕ
һ

௕
৆
、ӡ
༌
҆
શ
ҕ
һ
௕
৆
ử
௿
・
த
・
ߴ

ֶ
年
の
෦
͔
Β
֤
̏
఺
の
ܭ
̕
఺
Ờ、Ղ
࡞

ớ
øø
఺
Ờの
֤
৆
を
બ
出
。
ま
た
、
ֶ
ߍ
୯

Ґ
で
多
く
の
࡞
඼
を
Ԡ
ื
し
た
খ
ֶ
ớߍ
̐

ߍ
Ờに
対
し
、౦
τ
ڠ
ձ
௕
ײ
ँ
ঢ়
を
ଃ
ఄ

す
る
こ
と
を
ܾ
定
し
ま
し
た
。

େۚ өଠ͞Μʢதԝཱ۠༗അখֶߍʣ

Χϧϩε ϦφϨε͞Μʢ๺ཱ۠༄ాখֶߍʣ

େࢁ સ͞Μʢौ୩ཱ۠ઍବ୩খֶߍʣ

前
田
果
歩
さ
ん
（
品
川
区
立
浜
川
小
学
校
）

౦τڠ 「トラックの日」
令和７年度

ᜊ౻ ๖ҥ͞Μʢߥ઒ཱ۠ୈࣣాڦখֶߍʣ

લా ྣ͞Μʢதԝཱ۠๛ւখֶߍʣ

ఱ໺ ޾๬͞Μʢߥ઒ཱ۠ͻ͙Β͠খֶߍʣ

େӽ ዳଠ͞Μʢઍ୅ాཱ۠Ḃொখֶߍʣ

౻ᖒ य़͞ܛΜʢߥ઒ཱ۠ୈೋాڦখֶߍʣ

໢໺ ଠਓ͞Μʢߥ઒ཱ۠ୈాڦޒখֶߍʣ

Ԭ҆ ࣣే͞Μʢߥ઒ཱ۠ୈࡾ೔฻ཬখֶߍʣ

ʣߍΜʢதԝཱ۠໌ਖ਼খֶ͞ࢠඌ རՌٶ

࿨ా ϧγΞ͞Μʢதԝཱ۠੖ւ੢খֶߍʣ

ʣߍ઒ཱ۠ધງখֶށߐѥඒ͞Μʢ ࡚ؠ

ʣߍ୆ொখֶޱཱؔ۠ژҪ །͞Μʢจٶ

ʣߍொখֶ߿Ӝ ༑ൕཬ͞Μʢઍ୅ాཱ۠ࡾ

ொా ͞ق࠼Μʢௐ෍ཱࢢ෋࢜ݟ୆খֶߍʣ

നؠ ݁ᣦ͞Μʢߥ઒ཱ۠ࣚೖখֶߍʣ ౔୩ ਅึ͞Μʢਿฒཱ۠ߴҪށ౦খֶߍʣ

ྛ Ѫ͞Μʢઍ୅ాཱ۠۝ஈখֶߍʣ

ೆӢ ࢻᣈ͞Μʢށߐ઒ཱ۠ધງখֶߍʣ

ઍ୅ాཱ۠߿ொখֶߍ
ઍ୅ాཱ۠۝ஈখֶߍ

൘ཱ۠ڮ൘ڮୈेখֶߍ
ᷤ০ཱ۠നௗখֶߍ

東ト協会長感謝状



第1336号 ２０２６年（令和８年）１月10日 （ 8 ）協 会
【
଍
立
区
】

▽
磯
川
運
送
㈱
本
社

▽
㈲
大
栄
運
輸
本
社
営
業
所

▽
丸
磯
運
輸
㈱
本
社

▽
エ
ス
エ
イ
ロ
ジ
テ
ム
㈱
本

社
▽
東
翔
運
輸
㈱
本
社

▽
日
本
運
輸
㈱
本
社
営
業
所

▽
桐
生
運
輸
㈲
本
社
営
業
所

▽
㈱
小
野
目
商
事
本
社

▽
㈱
東
貨
流
通
本
社
営
業
所

▽
㈱
石
和
本
社
営
業
所

▽
エ
ヌ
テ
ィ
陸
送
㈱
小
台
営

業
所

▽
ビ
コ
ー
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
㈱
本
社
東
京

事
業
所

▽
㈱
中
央
流
通
サ
ー
ビ
ス
本

社
▽
㈱
三
協
運
輸
サ
ー
ビ
ス
東

京
セ
ン
タ
ー

▽
㈱
ケ
イ
・
エ
ム
本
社
営
業

所
▽
東
和
物
流
㈱
本
社

▽
カ
ネ
幸
㈱
東
京
営
業
所

▽
菊
池
運
輸
㈱
東
京

▽
東
京
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
㈱

本
社

▽
㈱
彦
新
本
社
営
業
所

▽
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
江
戸
川
中

央
営
業
所

▽
丸
天
運
送
㈱
葛
西

▽
㈲
丸
勝
運
輸
本
社

【
大
田
区
】

▽
Ｓ
Ｂ
Ｓ
即
配
サ
ポ
ー
ト
㈱

城
南
営
業
所

▽
㈱
羽
正
本
社

▽
㈱
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
ン
平

和
島

▽
日
本
通
運
㈱
国
内
航
空
貨

物
第
一
営
業
部

▽
同
国
際
航
空
貨
物
統
括
部

羽
田
集
配
課

▽
㈲
論
渡
倶
楽
部
本
社

▽
小
川
運
輸
㈲
本
社

▽
山
翔
キ
ャ
リ
ー
㈱
本
社

▽
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
渋
谷
神
南

営
業
所

▽
㈱
眞
榮
ロ
ジ
本
社

▽
㈲
キ
ャ
ス
コ
ジ
ャ
パ
ン
東

京
営
業
所

▽
井
住
運
送
㈱
大
井

▽
㈱
Ｐ
ｓ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト

大
田
営
業
所

▽
Ｔ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
羽

田
流
通
セ
ン
タ
ー

▽
第
一
貨
物
㈱
京
浜
支
店

▽
日
本
ロ
ジ
テ
ム
㈱
大
井

▽
大
京
運
輸
㈱
大
井
営
業
所

▽
リ
フ
ァ
ー
シ
ス
テ
ム
ジ
ャ

パ
ン
㈱
平
和
島
営
業
所

▽
都
南
運
送
㈱
城
南
島

▽
ゑ
び
す
興
運
㈲
東
京

▽
㈱
ゼ
ク
ス
ト
大
井
営
業
所

▽
㈱
ヒ
ダ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク

ス
東
京
営
業
所

▽
㈱
大
塚
組
本
社
営
業
所

▽
サ
ク
ラ
運
送
㈲
本
社

▽
千
代
川
運
輸
㈱
本
社
営
業

所
▽
㈱
共
進
エ
キ
ス
プ
レ
ス
本

社
営
業
所

▽
力
運
送
㈱
本
社

港
▽
ア
ヅ
マ
・
ロ
ジ
テ
ッ
ク
㈱

有
明
営
業
所

▽
コ
ン
ポ
ー
ト
㈱
有
明
営
業

所
▽
マ
ル
サ
ダ
運
輸
㈱
本
社
営

業
所

▽
信
越
定
期
自
動
車
㈱
東
雲

支
店

▽
銀
座
急
送
㈱
辰
巳
営
業
所

▽
相
互
運
輸
㈱
有
明

▽
㈱
岩
陸
東
京
営
業
所

▽
㈲
内
田
運
送
本
社

▽
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
㈱
東
京
中
央
営
業
所

▽
㈱
デ
ィ
・
エ
ス
物
流
新
木

場
▽
㈲
丸
オ
奥
田
商
店
本
社

▽
㈲
ハ
ギ
ワ
ラ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
本
社

▽
東
海
運
㈱
東
京

▽
松
丸
工
事
運
輸
㈱
本
社
営

業
所

▽
㈱
サ
ン
ノ
ウ
本
社
営
業
所

▽
佐
川
急
便
㈱
東
京
路
線
営

業
所

▽
同
関
東
航
空
営
業
所

▽
㈱
川
口
商
事
東
京
営
業
所

▽
㈱
ベ
ー
シ
ッ
ク
本
社
営
業

所
▽
福
住
運
送
㈱
本
社

▽
日
本
興
運
㈱
本
社
営
業
所

▽
沼
尾
興
業
㈱
本
社
営
業
所

▽
関
東
紙
運
輸
㈱
東
京

▽
第
一
貨
物
㈱
東
京
支
店

▽
西
多
摩
運
送
㈱
深
川
物
流

セ
ン
タ
ー

▽
㈱
ヤ
シ
マ
コ
ン
テ
ナ
サ
ー

ビ
ス
東
京
支
店

▽
中
越
テ
ッ
ク
㈱
本
社
営
業

所
▽
㈱
ふ
そ
う
運
搬
社
東
陽
町

営
業
所

▽
富
士
共
同
物
流
㈱
運
輸
事

業
部
東
京
営
業
所

▽
㈱
青
葉
本
社
営
業
所

【
඼
川
区
】

▽
日
本
高
速
輸
送
㈱
京
浜
支

店
東
京
営
業
所

▽
宇
徳
流
通
サ
ー
ビ
ス
㈱
東

京
▽
㈱
ス
リ
ー
シ
ー
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
品
川
営
業
所

▽
鴻
池
運
輸
㈱
東
京
レ
ー
ル

ゲ
ー
ト
営
業
所

▽
富
士
山
運
輸
㈱
本
社
事
業

所
▽
佐
川
急
便
㈱
目
黒
営
業
所

▽
品
川
運
輸
㈱
本
社

▽
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
㈱
品
川
営
業
所

▽
東
都
輸
送
㈱
本
社

▽
日
本
コ
ン
テ
ナ
輸
送
㈱
京

浜
支
店

▽
三
協
運
輸
㈱
本
社

▽
日
本
空
輸
㈱
東
京
流
通
セ

ン
タ
ー

【
ौ
୩
区
】

▽
共
和
運
輸
㈱
本
社

【
৽
॓
区
】

▽
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ロ
ジ
コ
ム
㈱
新
宿

支
店

【
ਿ
ฒ
区
】

▽
太
田
運
輸
㈱
本
社

▽
㈱
マ
ス
ダ
運
輸
杉
並
営
業

▽
㈱
金
羊
社
ロ
ジ
テ
ム
本
社

営
業
所

▽
東
電
物
流
㈱
中
央
支
社

▽
ハ
ー
ト
ラ
ン
ス
㈱
東
京
営

業
所

▽
土
長
運
輸
㈱
本
社

▽
東
邦
運
送
㈱
本
社

▽
エ
ポ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

ト
㈱
本
社

▽
東
邦
海
陸
運
輸
㈱
大
田

▽
姫
路
合
同
貨
物
自
動
車
㈱

東
京
営
業
所

▽
大
東
運
輸
㈱
平
和
島
営
業

所
▽
甲
真
運
輸
㈱
蒲
田
営
業
所

▽
㈱
タ
カ
セ
運
輸
集
配
シ
ス

テ
ム
東
京
営
業
所

▽
㈲
金
剛
運
輸
本
社

【
ᷤ
০
区
】

▽
㈱
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
東
京
営

業
所

▽
㈱
マ
ス
ダ
運
輸
葛
飾

▽
㈱
三
基
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

葛
飾
営
業
所

▽
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ゼ
ン
ツ
ウ
㈱
葛
飾

営
業
所

▽
㈱
キ
ャ
ッ
プ
本
社

▽
㈱
野
口
六
郎
運
送
店
本
社

営
業
所

▽
大
谷
清
運
㈱
本
社

▽
㈱
ヘ
イ
ワ
サ
ー
ビ
ス
本
社

▽
㈱
ハ
ー
ト
引
越
セ
ン
タ
ー

本
社
営
業
所

▽
タ
キ
ザ
キ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
㈱
東
葛
物
流
セ
ン
タ

ー
▽
㈱
サ
カ
イ
引
越
セ
ン
タ
ー

墨
田
支
社

▽
レ
ン
ゴ
ー
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
㈱
葛
飾

【
๺
区
】

▽
㈱
プ
ロ
テ
ッ
ク
本
社
営
業

所
▽
信
越
定
期
自
動
車
㈱
浮
間

営
業
所

▽
Ｔ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
東

京
支
店

▽
田
口
運
送
㈱
本
社
営
業
所

▽
㈲
和
宏
運
輸
本
社

▽
金
重
運
送
㈱
本
社

▽
三
和
運
輸
㈱
本
社

▽
都
北
運
輸
㈱
本
社

▽
福
山
通
運
㈱
東
京
北
支
店

【
ߐ
東
区
】

▽
㈱
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
-Ｏ
Ｎ
Ｅ
東

京
営
業
所

▽
石
川
運
輸
倉
庫
㈱
お
台
場

営
業
所

▽
朝
日
産
業
㈱
本
社

▽
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ゼ
ン
ツ
ウ
㈱
東
雲

営
業
所

▽
同
新
木
場
営
業
所

▽
同
江
東
営
業
所

▽
実
勝
運
輸
㈲
東
京
営
業
所

▽
村
山
運
送
㈱
本
社
営
業
所

▽
西
濃
運
輸
㈱
東
京
支
店

▽
汐
留
運
送
㈱
辰
巳
営
業
所

▽
ジ
ャ
パ
ン
エ
ク
ス
プ
レ
ス

㈱
本
社
営
業
所

▽
立
正
運
送
㈱
東
京
営
業
所

▽
㈱
光
陽
ラ
イ
ン
本
社
営
業

所
▽
福
山
通
運
㈱
東
京
支
店

▽
㈱
Ｗ
Ｉ
Ｔ
本
社

▽
大
京
運
輸
㈱
豊
洲
営
業
所

▽
㈱
Ｎ
Ｂ
Ｓ
ロ
ジ
ソ
ル
東
京

▽
㈱
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
運

輸
本
社

▽
㈱
匠
本
社

▽
㈱
サ
カ
イ
引
越
セ
ン
タ
ー

新
小
岩
支
社

▽
㈱
盛
運
本
社
営
業
所

▽
東
武
高
活
運
輸
㈱
本
社

▽
関
東
名
鉄
運
輸
㈱
葛
西
支

店
▽
シ
ン
・
ワ
ー
ト
・
ジ
ャ
パ

ン
㈱
本
社
営
業
所

▽
㈲
松
下
運
送
本
社

▽
㈱
浜
田
Ｔ
Ｒ
Ｃ
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス

▽
㈱
エ
ム
ズ
・
エ
イ
ド
本
社

営
業
所

▽
㈱
城
東
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト

本
社
営
業
所

▽
㈲
阿
部
建
機
輸
送
本
社
営

業
所

▽
港
商
運
輸
㈱
本
社

▽
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ゼ
ン
ツ
ウ
㈱
江
戸

川
営
業
所

▽
㈱
ス
ワ
ロ
ー
輸
送
東
京
支

店
営
業
所

▽
㈱
三
喜
運
輸
本
社

▽
藤
島
運
輸
㈱
本
社

▽
澁
澤
陸
運
㈱
東
京
引
越
セ

ン
タ
ー

▽
㈱
サ
ン
コ
ー
流
通
セ
ン
タ

ー
本
社

▽
宇
佐
美
運
輸
㈱
本
社

▽
㈱
Ｓ
Ｙ
本
社
営
業
所

▽
平
田
紙
興
㈱
本
社
営
業
所

▽
ア
ペ
ニ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
㈱
東
京
営
業
所

▽
ラ
ニ
イ
福
井
貨
物
㈱
東
京

支
店

▽
㈱
共
同
本
社
営
業
所

▽
安
房
運
輸
㈱
葛
西

▽
㈱
岩
瀬
運
輸
機
工
本
社

▽
ロ
ジ
ス
ペ
ッ
ク
㈱
東
京
営

業
所

▽
㈱
伍
代
商
事
板
橋
営
業
所

▽
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
㈱
新
宿
営
業
所

▽
㈱
Ｓ
Ｙ
戸
田
橋
営
業
所

▽
㈱
ト
キ
ワ
本
社
営
業
所

▽
豊
田
運
送
㈱
本
社

▽
髙
運
送
㈱
本
社

▽
Ｊ
Ｐ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
㈱

板
橋
支
店

▽
Ｊ
Ｐ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
サ

ー
ビ
ス
㈱
板
橋

▽
㈱
野
地
輸
送
本
社
営
業
所

▽
山
一
運
輸
㈱
本
社

▽
谷
地
運
送
㈱
本
社

▽
㈱
イ
ワ
シ
ョ
ウ
本
社
営
業

所
▽
山
脇
商
事
㈱
本
社
営
業
所

【
ߐ
ށ
川
区
】

▽
㈱
Ａ
ｄ
ａ
ｓ
ｈ
本
社

▽
米
井
運
送
㈱
本
社

▽
㈱
ス
タ
ー
ム
ー
ビ
ン
グ
東

京
▽
エ
ー
エ
ル
プ
ラ
ス
㈱
江
戸

川
営
業
所

▽
セ
イ
ノ
ー
ス
ー
パ
ー
エ
ク

ス
プ
レ
ス
㈱
東
京
湾
岸

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ

ー
▽
三
成
運
輸
㈱
本
社
営
業
所

▽
フ
ァ
ー
ス
ト
ト
ラ
ス
ト
㈲

本
社

▽
ハ
ー
コ
ブ
㈱
東
京
支
店

所
▽
ア
ー
ト
引
越
セ
ン
タ
ー
㈱

杉
並
支
店

▽
㈱
ウ
ス
ダ
本
社

▽
東
礼
自
動
車
㈱
杉
並
営
業

所
▽
ア
イ
ユ
ー
シ
ー
㈱
本
社

▽
㈱
オ
ー
タ
カ
本
社

【
๽
田
区
】

▽
マ
ル
コ
運
輸
㈱
本
社

▽
帝
都
運
輸
機
工
㈱
本
社

【
ੈ
田
୩
区
】

▽
第
一
自
動
車
運
送
㈱
本
社

▽
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
㈱
世
田
谷
営
業
所

▽
用
賀
運
送
㈱
本
社

▽
福
山
運
送
㈱
本
社

▽
ト
ラ
ン
コ
ム
Ｄ
Ｓ
㈱
世
田

谷
セ
ン
タ
ー

▽
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ロ
ジ
コ
ム
関
東
㈱

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
支
店

▽
㈱
ひ
が
の
運
送
本
社

【
୆
東
区
】

▽
Ｍ‚
ｓ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
㈱
本
社

【
中
ԝ
区
】

▽
ケ
イ
ア
イ
㈱
中
央

▽
八
光
社
梱
包
運
輸
㈱
本
社

▽
中
央
運
送
㈱
本
社
営
業
所

【
ઍ
୅
田
区
】

▽
セ
イ
ノ
ー
ス
ー
パ
ー
エ
ク

ス
プ
レ
ス
㈱
神
田
営
業

所
▽
㈲
篠
崎
運
送
店
本
社

【
࿅
അ
区
】

▽
㈱
Ｖ
Ｉ
Ｐ
・
Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ

ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
Ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ

ｐ
ｒ
ｉ
ｓ
ｅ
本
社
営
業

所
▽
今
関
運
送
㈱
本
社

▽
㈲
昭
栄
商
会
本
社
営
業
所

▽
丸
孝
運
輸
倉
庫
㈱
本
社

▽
㈲
兵
動
物
流
本
社
営
業
所

▽
ダ
イ
ハ
ー
ト
物
流
㈱
東
京

支
店
関
東
物
流
セ
ン
タ
ー

▽
㈱
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
・
エ
キ

ス
プ
レ
ス
本
店

▽
東
立
運
輸
㈱
本
社
営
業
所

▽
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
足
立
扇
２

丁
目
営
業
所

▽
愛
知
陸
運
㈱
足
立

▽
栗
通
運
輸
㈱
本
社

▽
大
徳
運
輸
㈱
足
立

▽
石
山
運
送
㈱
本
社

▽
㈱
シ
ス
テ
ム
ラ
イ
ン
本
社

営
業
所

▽
㈱
森
田
商
運
本
社

▽
近
物
レ
ッ
ク
ス
㈱
足
立
支

店
【
ߥ
川
区
】

▽
㈱
飯
田
運
送
本
社
営
業
所

▽
㈱
サ
ン
ウ
エ
イ
本
社

▽
ア
サ
ヒ
産
業
㈱
本
社

【
൘
ڮ
区
】

▽
大
東
実
業
㈱
本
社

▽
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
板
橋
加
賀

営
業
所

▽
㈱
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｆ
-Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｄ

Ｕ
Ｃ
Ｅ
東
京

▽
日
生
流
通
運
輸
倉
庫
㈱
志

村
営
業
所

▽
佐
川
急
便
㈱
城
北
営
業
所

  （
９
面
へ
続
く
）

安
全
性
優
良
事
業
所
一
覧
౦ژ�

２
０
２
５
年
度

認

定

શ
೔
本
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ڠ
ձớ
શ
ࠃ
՟
෺
ࣗ
ಈ

ं
ӡ
送
ద
正
Խ
事
ۀ
࣮
ࢪ
ػ
関
Ờは
、２
０

２
̑
年
౓ủ
՟
෺
ࣗ
ಈ
ं
ӡ
送
事
ۀ
҆
શ
ੑ

ධ
Ձ
事
ۀ
Ứớ
̜
Ϛ
ồ
Ϋ
੍
౓
Ờの
ධ
Ձ
を
ߦ

い
、৽
ن
・
ߋ
৽
を
߹
Θ
ͤ
て
、શ
ࠃ
で
̓

２
２
̓
事
ۀ
ॴ
を
҆
શ
ੑ
༏
良
事
ۀ
ॴ
に

ೝ
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、２
０
２
２
Ỗ
２

０
２
̐
年
౓
の
ೝ
定
෼
と
߹
Θ
ͤ
、ೝ
定
૯

数
は
２
ສ
̕
２
̍
０
事
ۀ
ॴ
と
な
っ
た
。

શ
事
ۀ
ॴ
に
઎
め
る
ೝ
定
औ
ಘ
཰
は
34
・

̐
ˋ
に
上
ঢ
し
、そ
の
ं
྆
୆
数
は
77
ສ
２

̏
６
̕
୆
で
શ
ମ
の
52・̑
ˋ
に
૬
౰
す
る
。

౦
ژ
౎
内
の
２
０
２
̑
年
౓
ೝ
定
数
は
、

౦
ژ
౎
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ڠ
ձ
の
ձ
һ
Ҏ
֎
を
ؚ

め
て
̏
̐
̕
事
ۀ
ॴ
。
こ
れ
に
よ
り
、ೝ
定

૯
数
は
̍
̑
̕
̕
事
ۀ
ॴ
と
な
り
、ೝ
定
औ

ಘ
཰
は
29
・
̏
ˋ
と
な
っ
て
い
る
。



第1336号２０２６年（令和８年）１月10日（ 9 ） 協 会
▽
㈱
サ
カ
イ
引
越
セ
ン
タ
ー

練
馬
支
社

▽
㈱
三
良
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
本
社

▽
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
井
草
営
業

所
▽
同
練
馬
高
野
台
営
業
所

▽
㈱
商
運
サ
ー
ビ
ス
本
社
営

業
所

▽
稲
垣
運
輸
㈱
本
社

【
文
京
区
】

▽
コ
ス
モ
運
輸
㈱
本
社

▽
昭
和
梱
包
運
送
㈱
本
社

【
港
区
】

▽
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
芝
浦
営
業

所
▽
ア
ク
ロ
ス
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

ト
㈱
芝
浦

▽
日
本
低
温
運
輸
㈱
東
京
営

業
所

▽
東
邦
海
陸
運
輸
㈱
本
社

▽
東
都
配
送
㈱
本
社
営
業
所

▽
㈱
ア
ラ
ウ
ン
本
社

【
目
黒
区
】

▽
エ
ー
エ
ル
プ
ラ
ス
㈱
目
黒

営
業
所

【
昭
島
市
】

▽
㈱
ナ
カ
モ
ト
東
京
営
業
所

▽
エ
フ
エ
ス
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ

ク
ス
㈱
西
東
京

▽
三
和
運
送
事
業
㈱
昭
島
営

業
所

▽
㈱
コ
イ
シ
カ
ワ
昭
島

【
あ
き
る
野
市
】

▽
㈱
関
戸
産
業
あ
き
る
野

▽
愛
知
陸
運
㈱
あ
き
る
野
物

流
セ
ン
タ
ー

【
稲
城
市
】

▽
奥
住
運
輸
㈲
稲
城
営
業
所

【
青
梅
市
】

▽
司
企
業
㈱
羽
村

▽
Ｊ
Ｐ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
㈱

青
梅
支
店

▽
中
央
車
輌
輸
送
㈱
多
摩
営

業
所

【
国
立
市
】

▽
㈱
フ
レ
ッ
シ
ュ
本
社
営
業

所
▽
㈱
ト
ー
ハ
ン
ロ
ジ
テ
ッ
ク

ス
国
立
営
業
所

▽
㈱
タ
イ
セ
イ
・
エ
フ
・
テ

ィ
ー
西
関
東
国
立

▽
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
㈱
警
送
東
京

支
社
警
送
国
立
支
店

▽
新
日
本
物
流
㈱
国
立
事
業

所
【
小
金
井
市
】

▽
ア
ー
ト
引
越
セ
ン
タ
ー
㈱

調
布
支
店

▽
武
蔵
野
運
送
㈱
本
社
営
業

所
【
国
分
寺
市
】

▽
中
日
コ
プ
ロ
東
京
㈱
多
摩

【
小
平
市
】

▽
イ
ズ
ミ
物
流
㈱
武
蔵
野
営

業
所

▽
㈱
サ
カ
イ
引
越
セ
ン
タ
ー

小
平
支
社

【
立
川
市
】

▽
㈲
尾
﨑
梱
包
本
社

▽
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
立
川
泉
営

業
所

▽
㈱
サ
ン
エ
ー
物
流
立
川

▽
㈱
ヒ
ュ
ー
テ
ッ
ク
ノ
オ
リ

ン
東
京
第
二
支
店

▽
㈱
ギ
オ
ン
東
京
西
セ
ン

タ
ー

▽
多
摩
運
送
㈱
立
川
営
業
所

▽
永
山
運
送
㈱
立
川
営
業
所

▽
㈱
田
邉
商
店
本
社
営
業
所

【
多
摩
市
】

▽
㈱
新
興
運
輸
多
摩
第
１

営
業
所

【
調
布
市
】

▽
㈱
サ
カ
イ
引
越
セ
ン
タ
ー

東
京
西
支
社

【
西
東
京
市
】

▽
高
田
運
輸
㈱
本
社

▽
㈲
創
進
通
商
本
社
営
業
所

▽
㈱
渡
辺
運
輸
本
社

▽
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
西
東
京
栄

町
営
業
所

【
八
王
子
市
】

▽
富
岳
通
運
㈱
八
王
子
営
業

所
▽
㈱
千
葉
商
会
ロ
ジ
本
社
営

業
所

▽
東
新
物
流
㈱
本
社
営
業
所

▽
浜
名
梱
包
輸
送
㈱
八
王
子

▽
㈱
パ
ル
ラ
イ
ン
南
大
沢

▽
ハ
イ
エ
ス
ト
ト
ラ
ン
ス
ポ

ー
ト
㈱
八
王
子
営
業
所

▽
㈱
ア
ド
バ
イ
ス
本
社

▽
新
日
本
物
流
㈱
高
倉
事
業

所
▽
㈱
ナ
ガ
ヤ
マ
物
流
八
王
子

営
業
所

▽
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ゼ
ン
ツ
ウ
㈱
南
大

沢
支
店

▽
リ
ュ
ウ
オ
ー
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ッ
ク
ス
㈱
本
社

▽
ア
ー
ト
バ
ン
ラ
イ
ン
㈱
八

王
子
営
業
所

▽
㈱
ハ
ー
ト
引
越
セ
ン
タ
ー

多
摩
営
業
所

▽
井
上
運
送
㈱
本
社

▽
西
濃
運
輸
㈱
八
王
子
支
店

▽
㈱
サ
ン
リ
ツ
運
輸
事
業
部

（
八
王
子
）

▽
㈱
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
・
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
本
社
営
業
所

▽
㈱
三
村
運
送
八
王
子

【
羽
村
市
】

▽
栄
晃
産
業
㈱
羽
村
営
業
所

▽
新
日
本
物
流
㈱
青
梅
事
業

所
【
東
久
留
米
市
】

▽
㈲
松
雄
運
送
東
久
留
米

▽
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
東
久
留
米

南
町
営
業
所

【
東
村
山
市
】

▽
佐
川
急
便
㈱
東
村
山
営
業

所
▽
㈱
久
星
物
流
東
京
営
業
所

▽
㈱
三
進
運
輸
東
村
山

【
東
大
和
市
】

▽
㈱
タ
マ
・
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ

イ
本
社

▽
㈱
サ
カ
イ
引
越
セ
ン
タ
ー

東
大
和
支
社

【
日
野
市
】

▽
㈱
ア
イ
ソ
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ン

日
野
営
業
所

▽
Ｓ
Ｂ
Ｓ
フ
レ
ッ
ク
ネ
ッ
ト

㈱
日
野
営
業
所

▽
田
口
運
送
㈱
日
野

▽
㈱
ア
サ
ヒ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

日
野
営
業
所

▽
新
雪
運
輸
㈱
日
野

【
府
中
市
】

▽
セ
イ
ノ
ー
ス
ー
パ
ー
エ
ク

ス
プ
レ
ス
㈱
府
中
航
空

営
業
所

▽
エ
ー
エ
ル
プ
ラ
ス
㈱
府
中

営
業
所

▽
杉
澤
運
輸
㈱
本
社

▽
㈱
エ
ム
ア
ン
ド
ワ
イ
本
社

▽
恵
実
物
流
㈱
本
社

▽
つ
ば
さ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

㈱
府
中

▽
㈱
マ
ル
ミ
運
輸
シ
ス
テ
ム

東
京

【
福
生
市
】

▽
㈱
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
西

関
東
東
京
営
業
所

【
町
田
市
】

▽
㈱
大
崎
町
田
営
業
所

▽
Ｓ
Ｂ
Ｓ
即
配
サ
ポ
ー
ト
㈱

神
奈
川
支
店

▽
㈱
サ
ン
ト
ス
町
田
営
業
所

【
武
蔵
野
市
】

▽
㈲
エ
ス
ゼ
ッ
ト
ケ
ー
・
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
本
社

営
業
所

【
武
蔵
村
山
市
】

▽
㈱
ス
ワ
ロ
ー
ト
ラ
ッ
ク
立

川
営
業
所

▽
比
留
間
運
送
㈱
中
央

▽
㈲
香
春
東
京
営
業
所

▽
㈱
翔
光
本
社
営
業
所

▽
㈲
エ
フ
テ
ィ
ラ
イ
ン
本
社

営
業
所

▽
三
興
運
輸
㈱
本
社

▽
㈱
三
共
運
輸
本
社

【
西
多
摩
郡
】

▽
㈱
ス
ワ
ロ
ー
ト
ラ
ッ
ク
羽

村
営
業
所

▽
つ
ば
さ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

㈱
駒
形
営
業
所

▽
エ
ー
ビ
ー
カ
ー
ゴ
㈱
瑞
穂

営
業
所

▽
㈱
ロ
ジ
メ
デ
ィ
カ
ル
多
摩

営
業
所

▽
㈱
藤
原
重
機
東
京
支
店

▽
青
伸
産
業
運
輸
㈱
瑞
穂
営

業
所

▽
富
岳
通
運
㈱
西
東
京
支
店

▽
㈱
ギ
オ
ン
西
多
摩
セ
ン
タ

ー
▽
㈱
丸
運
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

関
東
西
多
摩

【
大
島
町
】

▽
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
伊
豆
大
島

営
業
所

首
都
高
速
道
路
は
１
月
５

日
、「
首
都
高
速
道
路
の
料

金
改
定
案
」
に
関
す
る
意
見

募
集
の
実
施
期
間
を
１
月
15

日
ま
で
延
長
す
る
と
発
表
し

た
。同
社
は
昨
年
12
月
24
日
、

10
月
か
ら
の
料
金
改
定
案
を

公
表
し
、
首
都
高
速
道
路
お

よ
び
日
本
高
速
道
路
保
有
・

債
務
返
済
機
構（
機
構
）が

額
は
設
定
距
離
55
・
０
㌔
㍍

を
維
持
し
た
上
、
１
９
５
０

円
か
ら
２
１
３
０
円
に
引
き

上
げ
る
。
こ
の
ほ
か
、
改
定

後
の
車
種
別
料
金
は
、
軽
・

二
輪
車
が
２
８
０
円
〜
１
７

４
０
円
、
中
型
車
が
３
３
０

円
〜
２
５
２
０
円
、
大
型
車

が
４
０
０
円
〜
３
４
１
０

円
、
特
大
車
が
５
５
０
円
〜

１
月
７
日
ま
で
意
見
募
集
を

行
う
と
し
て
い
た
。

改
定
案
で
は
、
普
通
車
の

１
㌔
㍍
当
た
り
の
料
金
は
、

現
行
の
29
・
52
円
か
ら
32
・

４
７
２
円
に
約
３
円
引
き
上

げ
ら
れ
、
１
割
の
値
上
げ
と

な
る
。

下
限
額
は
現
行
の
３
０
０

円
を
据
え
置
く
一
方
、
上
限

５
５
７
０
円
と
な
る（
表
参

照
）。
全
車
平
均
の
改
定
率

を
８
・
１
％
と
し
た
。

料
金
改
定
に
伴
い
、
２
０

２
６
年
３
月
末
で
期
限
を
迎

え
る
大
口
・
多
頻
度
割
引
の

割
引
率
拡
充
措
置（
最
大
割

引
率
約
45
％
）は
、
２
０
３

１
年
３
月
末
ま
で
５
年
間
延

長
す
る
。
ま
た
、
都
心
流
入

割
引
お
よ
び
都
心
流
入
・
湾

岸
線
誘
導
割
引
も
同
様
に
５

年
間
延
長
す
る
。
料
金
改
定

の
実
施
時
期
は
、
２
０
２
６

年
10
月
を
予
定
し
て
い
る

が
、
割
引
の
延
長
に
つ
い
て

は
、４
月
か
ら
適
用
す
る
。

今
後
の
手
続
き
と
し
て
、

意
見
募
集
で
寄
せ
ら
れ
た
意

見
を
踏
ま
え
、
関
係
自
治
体

（
東
京
都
、横
浜
市
、川
崎
市
、

埼
玉
県
、
さ
い
た
ま
市
、
千

葉
県
）の
議
会
議
決
に
よ
る

同
意
を
得
た
上
で
協
定
を
締

結
し
、
法
令
に
基
づ
き
国
土

交
通
省
へ
許
可
申
請
を
行
う
。

同
社
で
は
今
後
も
、
徹
底

的
な
コ
ス
ト
縮
減
な
ど
の
経

営
努
力
を
推
進
す
る
ほ
か
、

料
金
所
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
化
や

慢
性
的
な
渋
滞
の
緩
和
、
自

動
運
転
の
普
及
を
見
据
え
た

交
通
安
全
対
策
の
検
討
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
な
ど
、
さ
ら
な
る
道
路
サ

ー
ビ
ス
向
上
策
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
。

今
回
の
改
定
案
に
つ
い
て

同
社
は
、
首
都
圏
の
経
済
・

生
活
を
支
え
る
重
要
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
首
都
高
速
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
着
実
な
整
備

を
進
め
な
が
ら
、
24
時
間
３

６
５
日
に
わ
た
り
安
全
・
安

心
・
快
適
な
道
路
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
て
き
た
と
説

明
。
し
か
し
、
近
年
の
急
激

な
労
務
費
や
材
料
費
の
高

騰
、
災
害
の
激
甚
化
な
ど
に

よ
り
、
維
持
管
理
コ
ス
ト
が

増
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

昨
年
10
月
に
設
置
し
た「
首

都
高
の
持
続
可
能
な
道
路
サ

ー
ビ
ス
に
関
す
る
検
討
会
」

の
第
１
次
取
り
ま
と
め
を
踏

ま
え
、
料
金
改
定
が
必
要
と

判
断
し
た
。
引
き
続
き
、
安

全
・
安
心
な
道
路
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
維

持
管
理
に
携
わ
る
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ
の
適
正

な
労
務
費
・
行
き
渡
り
を
確

保
す
る
た
め
と
し
て
い
る
。

料
金
改
定
案
に
関
す
る
意

見
は
、
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
意
見
提
出
フ
ォ
ー
ム
ま

た
は
郵
送（
１
月
15
日
必
着
）

で
受
け
付
け
て
い
る
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
首
都

高
速
道
路
お
客
さ
ま
セ
ン
タ

ー（
☎
03
・
６
６
６
７
・
５

８
５
５
）
※
24
時
間（
年
中

無
休
）

ट౎ߴ଎ಓ࿏ͷྉۚվఆʢҊʣͷ֓ཁ

現行基本料金車 種

280円～1,590円
300円～1,950円
330円～2,310円
400円～3,110円
550円～5,080円

① 軽・二輪
② 普通車
③ 中型車
④ 大型車
⑤ 特大車

改定後の基本料金
（下限額～上限額）

車種区分ごとの基本料金について

】金料の【 【② 普通車 の料金】

���ԁʙ�
���ԁ
���ԁʙ�
���ԁ
���ԁʙ�
���ԁ
���ԁʙ�
���ԁ
���ԁʙ�
���ԁ

※下限料金は現行料金（普通車：300円）を維持します。上限料金は、現在の考え方を維持し、55km以上の利用については、55kmの額を適用します。　　　　　　＊上限料金については、高速道路利便増進事業による割引

① 軽・二輪 ③ 中型車 ⑤特大車④大型車
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第1336号 ２０２６年（令和８年）１月10日 （ 10 ）経 営

本　社　03-5727-1600（担当・青木）
高島平　03-6906-5960（担当・磯田）

　「下請代金支払遅延等防止法（下請法）」が改
正され、今年１月から「中小受託取引適正化法（取
適法）」として施行された。これに伴い、「下請事
業者」という呼称は「中小受託事業者」に改めら
れた。また、これまで運送業界で下請法が適用さ
れたのは、元請事業者と下請事業者間の取引関
係に限られていたが、今後は荷主と運送事業者間
の取引についても取適法が適用される。これによ
り、無償での荷役作業や付帯作業、あるいは長時
間に及ぶ荷待ち時間などの改善が期待される。

昨
年
12
月
、
公
正
取
引
委

員
会
は
大
手
物
流
事
業
者
に

対
し
、
下
請
法
違
反
で
勧
告

し
た
。下
請
事
業
者
に
対
し
、

無
償
で
荷
役
作
業
や
付
帯
作

業
を
行
わ
せ
た
ほ
か
、
長
時

間
待
機
を
さ
せ
て
下
請
事
業

者
の
利
益
を
不
当
に
害
し
た

と
認
定
し
た
も
の
。

運
送
分
野
に
限
ら
ず
、
こ

こ
数
年
は
下
請
法
違
反
に
よ

る
公
取
委
の
勧
告
件
数
が
増

え
て
い
る
。
中
小
企
業
の
賃

金
格
差
是
正
の
た
め
、
適
正

な
価
格
転
嫁
を
促
進
す
る
ね

ら
い
が
背
景
に
あ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
運
送
分
野
に
関

し
て
い
え
ば
、「
２
０
２
４

年
問
題
」
の
克
服
が
関
連
し

て
い
る
。
令
和
５
年
３
月
、

当
時
の
岸
田
内
閣
の
下
で

「
我
が
国
の
物
流
の
革
新
に

高
い
と
評
価
さ
れ
た
事
業
者

に
限
ら
れ
て
お
り
、
守
秘
義

務
の
関
係
か
ら
、
こ
う
し
た

事
例
が
表
面
化
し
て
い
な
い

だ
け
だ
。

例
え
ば
、
あ
る
荷
主
が
10

社
の
運
送
事
業
者
と
取
引
し

て
お
り
、
そ
の
う
ち
1
社
の

み
有
償
化
が
認
め
ら
れ
て
い

た
と
す
る
。
そ
の
荷
主
は
、

取
適
法
違
反
の
勧
告
な
ど
を

契
機
に
、
仮
に
残
る
９
社
も

有
償
化
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ

ル
の
高
い
事
業
者
だ
け
に
取

引
を
絞
り
込
み
、
レ
ベ
ル
の

低
い
事
業
者
と
は
、
契
約
期

間
満
了
後
に
契
約
を
継
続
し

な
い
と
判
断
を
下
す
可
能
性

が
あ
る
。
運
送
事
業
者
に
と

っ
て
も
、
効
率
化
や
サ
ー
ビ

ス
品
質
の
向
上
な
ど
の
努
力

が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
物
流
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

森
田
富
士
夫
）

関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
」
が

設
置
さ
れ
、
公
取
委
委
員
長

が
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
た
こ

と
も
、
大
き
な
転
機
と
な
っ

た
。
そ
し
て
、
昨
年
６
月
に

成
立
し
た「
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
の
適
正
化
の
た
め
の

体
制
の
整
備
等
の
推
進
に
関

す
る
法
律（
体
制
整
備
推
進

法
）」に
は
、公
取
委
を
含
む

物
流
関
係
省
庁
の
大
臣
で
構

成
す
る「
物
流
政
策
推
進
会

議
」
の
設
置
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。

さ
ら
に
、
今
年
か
ら
は
取

適
法（
改
正
下
請
法
）が
施

行
さ
れ
、
荷
主
と
運
送
事
業

者
間
の
契
約
に
も
取
適
法
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
中
小
受
託
事
業
者（
下

請
事
業
者
）の
利
益
を
不
当

に
害
す
る
行
為
に
対
し
て
厳

れ
ば
解
決
す
る
」
と
受
け
止

め
る
べ
き
で
は
な
い
。
長
時

間
待
機
は
本
質
的
に
無
駄
な

時
間
で
あ
り
、
待
機
時
間
を

ゼ
ロ
に
し
て
も
業
務
上
で
は

何
の
支
障
も
な
い
の
だ
か

ら
、
物
理
的
に
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
は
難
し
い
と
し
て
も
、

限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る

努
力
が
必
要
だ
。
そ
れ
こ
そ

が
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
負
荷

を
軽
減
し
、「
２
０
２
４
年

問
題
」
の
克
服
と
持
続
可
能

な
物
流
の
構
築
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、〝
荷
役
作
業
や
付

帯
作
業
は
本
来
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
業
務
で
は
な
い
〞と
い

う
認
識
が
重
要
だ
。
平
成
29

年
11
月
に
施
行
さ
れ
た「
標

準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
」

で
は
、「
運
賃
」は
〝
荷
物
を

運
ぶ
対
価
〞と
明
確
化
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の

作
業
は
約
款
上
の
運
送
業
務

に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の

で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
本
来
の
業

務
で
は
な
い
の
だ
。従
っ
て
、

作
業
を
専
門
に
行
う
作
業
員

を
配
置
す
る
べ
き
な
の
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
荷
役
作
業

や
付
帯
作
業
の
要
員
配
置
、

長
時
間
待
機
を
ゼ
ロ
に
近
づ

け
る
こ
と
が
す
ぐ
に
は
難
し

い
場
合
は
、
次
善
の
策
と
し

て「
暫
定
的
に
有
償
化
す
る
」

と
い
う
対
応
が
必
要
だ
ろ
う
。

一
方
、
荷
役
作
業
や
付
帯

作
業
、
長
時
間
待
機
が
有
償

化
さ
れ
れ
ば
、
運
送
事
業
者

側
に
も
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
向

上
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
前
述
の「
標
準
貨
物
自

動
車
運
送
約
款
」を
背
景
に
、

荷
役
作
業
や
付
帯
作
業
、
待

機
時
間
を
有
償
化
し
た
事
業

者
は
、
ご
く
少
数
な
が
ら
存

在
す
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
者

は
、
荷
主
と
の
交
渉
を
経
て

有
償
化
を
実
現
し
た
が
、
い

ず
れ
も
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
が

し
く
な
る
た
め
、
無
償
で
の

荷
役
作
業
や
付
帯
作
業
、
あ

る
い
は
長
時
間
待
機
な
ど
商

慣
行
の
改
善
が
期
待
さ
れ
る
。

だ
が
、
荷
役
作
業
や
付
帯

作
業
、
長
時
間
待
機
な
ど
を

「
無
償
で
は
な
く
有
償
に
す

荷主取引にも取適法適用

無償作業に公取委が勧告

औ
ద
๏
͕
͜
の
１
݄
͔
Β
ࢪ
ߦ

環
境
優
良
車
普
及
機
構

（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）は
昨
年
12
月

22
日
、「
低
炭
素
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
普
及

加
速
化
事
業
」
に
つ

い
て
、
予
算
残
額
が

２
割
程
度
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
申
込
順
に
よ
る

審
査
を
同
日
付
で
一
旦
停
止

す
る
と
発
表
し
た
。
昨
年
12

月
23
日
か
ら
１
月
30
日
ま
で

国
交
省
は
昨
年
12
月
22

日
、
中
小
企
業
庁
と
公
正
取

引
委
員
会
と
の
連
名
で
、「
燃

料
価
格
下
落
時
に
お
け
る
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
の
適
正
取
引

の
徹
底
に
つ
い
て
」
と
す
る

要
請
文
を
、
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
お
よ
び
関
連
荷
主
団

体
に
対
し
て
発
出
し
た
。
要

請
事
項
は
次
の
通
り
。

１
．
発
注
者（
荷
主
や
元
請

運
送
事
業
者
な
ど
）に
対
す

る
要
請
事
項

燃
料
価
格
の
下
落
を
契
機

と
し
て
、
他
の
コ
ス
ト
上
昇

分
を
考
慮
せ
ず
、
燃
料
価
格

の
下
落
の
み
を
も
っ
て
一
方

的
に
取
引
価
格
を
引
き
下
げ

る
こ
と
や
、
運
送
受
託
者
か

ら
コ
ス
ト
上
昇
を
理
由
に
価

格
協
議
を
求
め
ら
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
燃
料
価
格
の

下
落
を
理
由
に
協
議
に
応
じ

ず
、
一
方
的
に
代
金
を
決
定

す
る
こ
と
は
、
取
適
法
に
違

反
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

に
留
意
す
る
こ
と
。

そ
の
上
で
、
燃
料
価
格
が

下
落
し
て
い
る
場
合
で
あ

っ
て
も
、
運
送
の
委
託
先
や

コ
カ
ー
減
税
に
つ
い
て
は
、

減
免
区
分
の
基
準
と
な
る
燃

費
基
準
の
達
成
度
を
引
き
上

げ
た
上
で
、
適
用
期
限
を
２

年
延
長
す
る
。「
利
用
段
階

に
お
け
る
負
担
の
適
正
化
に

向
け
た
課
税
」
で
は
、
営
業

用
車
両
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の

事
業
用
車
両
が
物
流
分
野
な

ど
で
果
た
し
て
い
る
公
共
的

役
割
の
重
要
性
を
踏
ま
え
つ

つ
、
営
自
格
差
の
あ
り
方
も

含
め
て
検
討
を
行
い
、９
年

度
以
降
の
税
制
改
正
に
お
い

て
結
論
を
得
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
11
月
５
日
に

自
民
党
、
立
憲
民
主
党
、
維

新
、国
民
民
主
党
、公
明
党
、

日
本
共
産
党
の
６
党
が
合
意

し
た
内
容
に
基
づ
き
、
軽
油

引
取
税
の
当
分
の
間
税
率

再
委
託
先
な
ど
に
支
払
う
運

賃
・
料
金
が
、
こ
れ
ま
で
の

物
価
や
労
務
費
な
ど
の
上
昇

分
を
、
適
切
に
転
嫁
し
た
水

準
を
満
た
し
て
い
る
か
を
確

認
し
、
価
格
引
下
げ
の
必
要

性
な
ど
に
つ
い
て
慎
重
に
判

断
す
る
こ
と
。

２
．
運
送
受
託
者（
実
運
送

事
業
者
な
ど
）に
対
す
る
要

請
事
項

燃
料
価
格
の
下
落
に
よ
る

コ
ス
ト
減
の
み
な
ら
ず
、
物

価
や
労
務
費
な
ど
の
上
昇
に

よ
る
コ
ス
ト
増
も
発
生
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
経
済

の
実
態
が
反
映
さ
れ
て
い
る

公
表
資
料
を
基
礎
と
し
て
、

自
社
の
原
価
計
算
に
基
づ
い

て
算
出
し
た
運
賃
・
料
金
の

引
上
げ
額
を
提
示
す
る
な

ど
、
燃
料
価
格
の
下
落
分
だ

け
で
な
く
他
の
コ
ス
ト
増
を

含
め
た
価
格
協
議
を
行
う
こ

と
。ま

た
、
労
務
費
転
嫁
指
針

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
賃
上
げ
を

適
切
に
行
う
こ
と
。

国
土
交
通
省
は
昨
年
12
月

18
日
、
令
和
６
年
度
補
正
予

算
お
よ
び
７
年
度
事
故
防
止

対
策
支
援
推
進
事
業
に
係
る

補
助
金
の
申
請
受
付
を
、
２

月
13
日
ま
で
延
長
す
る
と
発

表
し
た
。

実
施
中
の
事
業
は
、
次
の

通
り
。

〇
６
年
度
補
正
予
算
事
業

先
進
安
全
自
動
車（
Ａ
Ｓ

Ｖ
）
の
導
入
に
対
す
る
支

援（
車
輪
脱
落
予
兆
検
知
装

置
）、
▽
運
行
管
理

の
高
度
化
に
対
す
る

支
援（
デ
ジ
タ
ル
式

運
行
記
録
計
）、
▽

先
進
安
全
自
動
車
の

整
備
環
境
の
確
保
に

対
す
る
支
援（
ス
キ

ャ
ン
ツ
ー
ル
）

〇
７
年
度
事
業

運
行
管
理
の
高
度
化
に
対

す
る
支
援（
デ
ジ
タ
ル
式
運

行
記
録
計
な
ど
）、
▽
社
内

安
全
教
育
の
実
施
に
対
す

る
支
援（
事
故
防
止
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
の
活
用
な
ど
）、

▽
健
康
起
因
事
故
防
止
を
推

進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に

対
す
る
支
援（
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
）、
▽
先
進
安
全

自
動
車
の
整
備
環
境
の
確
保

に
対
す
る
支
援（
ス
キ
ャ
ン

自
由
民
主
党
と
日
本
維
新

の
会
は
昨
年
12
月
19
日
、
令

和
８
年
度「
税
制
改
正
大
綱
」

を
決
定
し
た
。

「
自
動
車
関
係
諸
税
の
総

合
的
な
見
直
し
」
で
は
、
自

動
車
税
の
環
境
性
能
割
は
８

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止

す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

一
方
、
自
動
車
重
量
税
の
エ

に
受
け
付
け
た
申
請
に
つ
い

て
は
、
す
べ
て
の
審
査
終
了

後
に
補
助
金
の
交
付
を
行

う
。
交
付
決
定
は
、
２
月
中

旬
以
降
に
行
う
予
定
。

た
だ
し
、
予
算
残
額
を
超

え
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
初
め
て
申
請
す
る
事

業
者
や
申
請
台
数
の
少
な
い

事
業
者
を
優
先
す
る
な
ど
一

定
の
配
慮
を
行
っ
た
上

で
、
抽
選
に
よ
り
補
助

事
業
者
を
決
定
す
る
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝

Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
低
炭
素
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
普
及
加
速
化

事
業（
☎
03
・
５
３
４
１
・

４
５
７
７
）

（
旧
暫
定
税
率
）を
８
年
４

月
１
日
に
廃
止
す
る
こ
と
が

盛
り
込
ま
れ
た
。

地
方
拠
点
強
化
税
制
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
適
用

実
績
を
踏
ま
え
、
企
業
が
移

転
先
な
ど
で
本
社
機
能
を
有

す
る
オ
フ
ィ
ス
な
ど
を
整
備

す
る
場
合
に
、
中
古
資
産
の

取
得
も
可
能
と
す
る
な
ど
制

度
を
見
直
し
た
上
で
、
適
用

期
限
を
２
年
延
長
す
る
。

さ
ら
に
、
10
年
度
以
降
の

自
動
車
税
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
課
税
の
趣
旨
を
踏
ま

え
つ
つ
、
自
動
車
の
重
量
や

環
境
性
能
に
応
じ
た
公
平
・

中
立
・
簡
素
な
税
負
担
の
仕

組
み
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
、９
年
度
税
制
改
正
で
結

論
を
得
る
こ
と
と
し
た
。

ツ
ー
ル
）

な
お
、
申
請
受
付
期
間
中

に
申
請
総
額
が
予
算
額
に
達

す
る
場
合
は
、
申
請
受
付
期

間
で
あ
っ
て
も
申
請
受
付
を

終
了
す
る
。

詳
細
は
、
各
申
請
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
を
参
照
。
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●
労
働
基
準
法
改
正
案
の
概

要
労
働
基
準
法
改
正
案
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
法
案
の

成
立
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、

労
働
政
策
審
議
会
・
労
働
条

件
分
科
会
に
お
い
て
審
議
が

継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
初

予
定
し
て
い
た
今
年
の
通
常

国
会
へ
の
法
案
提
出
が
見
送

り
と
な
り
、
提
出
時
期
は
改

め
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

今
回
、
提
出
が
見
送
り
と

な
っ
た
労
働
基
準
法
改
正
案

の
主
な
内
容
は
、
次
の
通
り

で
す
。

⑴
連
続
勤
務
の
上
限
規
制

⑵
法
定
休
日
の
明
確
な
特
定

義
務

⑶
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制

度
の
義
務
化

⑷
有
給
休
暇
時
の
賃
金
算
定

に
お
け
る
通
常
賃
金
方
式
の

原
則
化

⑸
つ
な
が
ら
な
い
権
利
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

⑹
副
業
・
兼
業
者
の
割
増
賃

金
ル
ー
ル
の
見
直
し

⑺
法
定
労
働
時
間
44
時
間
の

特
例
措
置
の
廃
止

次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容

に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
て

い
き
ま
す
。

⑴
連
続
勤
務
の
上
限
規
制

現
行
の
労
働
基
準
法
で

は
、
法
定
休
日
と
し
て
週
１

日
の
休
日
付
与
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特
例
と

し
て
４
週
間
に
４
日
の
休
日

を
付
与
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
特
例
を

適
用
し
た
場
合
、理
論
上
は
、

４
週
間
の
う
ち
第
１
週
の
最

初
に
４
日
間
の
休
日
を
設
定

す
る
と
、
残
り
の
24
日
間
を

連
続
勤
務
と
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

８
週
間
で
み
た
場
合
に
は
、

第
１
週
の
最
初
に
４
日
間
、

８
週
目
の
最
後
に
４
日
間
の

休
日
を
設
定
す
る
こ
と
で
、

最
大
48
日
間
の
連
続
勤
務
が

可
能
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
う
し
た
長
期
の
連
続

勤
務
を
防
止
す
る
た
め
、
今

回
の
改
正
案
で
は
、
４
週
４

休
を
２
週
２
休
に
変
更
し
、

連
続
労
働
日
数
の
上
限
を
13

日
ま
で
と
す
る
こ
と
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

⑵
法
定
休
日
の
明
確
な
特
定

義
務休

日
に
は
、
法
定
休
日
と

所
定
休
日
の
区
分
が
あ
り
ま

す
。
法
定
休
日
と
は
、
労
働

基
準
法
に
よ
り
付
与
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
休
日
の
こ

と
で
、
そ
の
日
に
労
働
さ
せ

た
場
合
に
は
、３
割
５
分
以

上
の
法
定
休
日
割
増
賃
金
の

支
払
い
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、
法
定
休
日

を
超
え
て
付
与
さ
れ
る
所
定

休
日
に
労
働
さ
せ
た
場
合
に

は
、
休
日
割
増
賃
金
の
支
払

い
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
現
行
法
で
は
、
ど
の

日
・
ど
の
曜
日
を
法
定
休
日

と
す
る
か
を
特
定
す
る
義
務

が
な
い
た
め
、
休
日
労
働
時

の
割
増
賃
金
を
巡
っ
て
疑
義

や
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
改

正
案
で
は
、
法
定
休
日
を
明

確
に
定
義
す
る
こ
と
に
よ

り
、
休
日
労
働
の
割
増
率
や

振
替
休
日
・
代
休
の
運
用
に

伴
う
疑
義
・
ト
ラ
ブ
ル
の
防

止
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制

度
の
義
務
化

前
日
の
終
業
時
刻
か
ら
翌

日
の
始
業
時
刻
ま
で
の
間

に
、
一
定
の
休
息
時
間（
イ

ン
タ
ー
バ
ル
）を
確
保
す
る

制
度
は
、
２
０
１
９
年
の
法

改
正
に
よ
り
努
力
義
務
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
正

案
で
は
、こ
れ
を
義
務
化
し
、

原
則
11
時
間
の
イ
ン
タ
ー
バ

ル
確
保
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、
運
送
業
に
お
い

て
は
、
運
転
者
に
は
改
善
基

準
告
示
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー

バ
ル
は
原
則
11
時
間（
最
低

９
時
間
）と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
改
正
後
は
、
運
転
者
以

外
の
職
種
に
つ
い
て
も
同
様

の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
確
保
が
義

務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑷
有
給
休
暇
時
の
賃
金
算
定

に
お
け
る
通
常
賃
金
方
式
の

原
則
化

現
在
、
年
次
有
給
休
暇
取

得
時
の
賃
金
算
定
方
式
は
、

次
の
い
ず
れ
か
を
企
業
が
選

択
し
、
就
業
規
則
で
定
め
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

①
平
均
賃
金
方
式（
労
働

基
準
法
第
12
条
に
基
づ
く
平

均
賃
金
を
支
払
う
方
式
）

②
通
常
賃
金
方
式（
所
定

労
働
時
間
労
働
し
た
場
合
の

通
常
賃
金
を
支
払
う
方
式
）

③
標
準
報
酬
日
額
方
式

（
健
康
保
険
法
の
標
準
報
酬

月
額
の
30
分
の
１
相
当
額
を

支
払
う
方
式
）

こ
の
う
ち
、
①
平
均
賃
金

方
式
や
③
標
準
報
酬
日
額
方

式
を
採
用
し
た
場
合
、
月
給

制
労
働
者
で
は
減
額
が
生
じ

に
く
い
一
方
、
日
給
制
・
時

給
制
労
働
者
で
は
大
幅
な
減

額
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
不
利
益
を
防

ぐ
た
め
に
、
今
回
の
改
正
案

で
は
原
則
と
し
て
、
通
常
賃

金
方
式
で
算
定
す
る
こ
と
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑸
つ
な
が
ら
な
い
権
利
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

「
つ
な
が
ら
な
い
権
利
」

と
は
、
労
働
時
間
外
に
業
務

上
の
メ
ー
ル
や
電
話
へ
の
対

応
を
拒
否
で
き
る
権
利
を
指

し
ま
す
。
今
回
の
改
正
案
で

は
、
勤
務
時
間
外
に
許
容
で

き
る
連
絡
の
範
囲
や
、
拒
否

で
き
る
連
絡
の
内
容
に
つ
い

て
、
社
内
ル
ー
ル
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
策
定
を
推
奨
し
て
い

く
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。

⑹
副
業
・
兼
業
者
の
割
増
賃

金
ル
ー
ル
の
見
直
し

現
行
制
度
で
は
、
本
業
先

と
副
業
・
兼
業
先
の
労
働
時

間
を
通
算
し
て
割
増
賃
金
の

対
象
時
間
を
算
定
し
、
原
則

と
し
て
副
業
・
兼
業
先
が
通

算
に
よ
り
生
じ
た
割
増
賃
金

を
支
払
う
仕
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
割
増
賃

金
に
関
す
る
労
働
時
間
の
通

算
管
理
は
、
対
象
時
間
の
把

握
や
管
理
が
困
難
で
あ
り
、

企
業
側
の
負
担
も
大
き
い
こ

と
か
ら
、
今
回
の
改
正
案
で

は
労
働
時
間
の
通
算
管
理
を

行
わ
な
い
方
向
で
の
見
直
し

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑺
法
定
労
働
時
間
44
時
間
の

特
例
措
置
の
廃
止

現
行
で
は
、
特
例
と
し
て

週
44
時
間
の
法
定
労
働
時
間

の
特
例
が
認
め
ら
れ
て
い

る
、
常
時
10
人
未
満
の
労
働

者
を
使
用
す
る
商
業
・
映
画

演
劇
業
・
保
健
衛
生
業
・
接

客
娯
楽
業
に
つ
い
て
、
今
回

の
改
正
案
で
は
こ
の
特
例
を

廃
止
し
、
週
40
時
間
と
す
る

こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
改
正
が
行
わ
れ
た
場

合
、
就
業
規
則
お
よ
び
雇
用

契
約
書
の
見
直
し
が
必
要
と

な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
次
回
も
引
き
続
き
、
法

改
正
に
関
す
る
情
報
を
お
届

け
し
ま
す
。

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

〜
労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

昨
年
12
月
17
日
、２
０
２
５

年
度「
引
越
事
業
者
優
良
認

定
制
度
」（
引
越
安
心
マ
ー
ク・

写
真
）の
認
定
事
業
者
を
発

表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

今
年
度
は
サ
ー
ビ
ス
名
称
単

位
で
43
事
業
者
か
ら
申
請
が

あ
り
、審
査
の
結
果
、新
規
お

よ
び
更
新
を
合
わ
せ
て
42
事

業
者（
１
２
７
事
業
所
）を
認

定
し
た
。
こ
の
う
ち
、
新
規

認
定
は
７
事
業
者
、
更
新
認

定
は
35
事
業
者
。
ま
た
、
東

京
都
内
に
本
社
を
置
く
事
業

者
の
認
定
数
は
、
新
規
・
更

新
を
合
わ
せ
て
５

事
業
者
だ
っ
た
。

今
回
認
定
さ
れ

た
事
業
者
の
有
効

期
間
は
、
２
０
２

関
東
運
輸
局
は
昨
年
12
月

26
日
、
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
に
対
し
て「
ト
ラ
ッ
ク
運

転
者
に
対
す
る
飲
酒
運
転
防

止
の
徹
底
に
つ
い
て
」
を
要

請
。
こ
れ
を
受
け
、
東
ト
協

は
会
員
事
業
者
に
周
知
徹
底

を
求
め
た
。

警
察
庁
は
１
月
６
日
、「
令

和
７
年
中
の
交
通
事
故
死
者

数
に
つ
い
て
」を
公
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
全
国
の
交

通
事
故
件
数
は
28
万
７
２
３

６
件
、
死
者

数
は
２
５
４

７
人
、
負
傷

者
数
は
33
万

８
２
９
４
人
で
、
い
ず
れ
も

前
年
を
下
回
り
、
死
者
数
は

戦
後
最
少
を
更
新
し
た（
速

報
値
）。

都
道
府
県
別
交
通
事
故
死

国
土
交

通
省
は
昨

年
12
月
23

日
、ト
ラ
ッ
ク
・

物
流
Ｇ
メ
ン
に

よ
る
令
和
７

年
10
〜
11
月
の

「
集
中
監
視
月

間
」の
結
果
を

公
表
し
、
全
国

で
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
に

基
づ
く「
勧
告
」１
件
を
行
っ

た
と
発
表
し
た
。
と
り
わ
け
、

荷
主
や
着
荷
主
が
集
積
す
る

東
京
都
を
含
む
関
東
運
輸
局

管
内
で
は
、「
要
請
」
や「
働

き
か
け
」が
全
国
最
多
規
模

と
な
り
、
荷
主
へ
の
是
正
指

導
が
大
幅
に
強
化
さ
れ
た
。

６
年
１
月
１
日
か
ら
２
０
２

８
年
12
月
31
日
ま
で
。

こ
れ
に
よ
り
、２
０
２
３
・

２
０
２
４
年
度
に
認
定
し
た

事
業
者
と
合
わ
せ
た
引
越
優

良
事
業
者
認
定
数
は
、
全
国

で
３
４
９
事
業
者（
１
６
７

４
事
業
所
）と
な
る
。

認
定
事
業
者
は
、
引
越
優

良
事
業
者
と
し
て
車
両
の
ス

テ
ッ
カ
ー
や
宣
伝
媒
体
な
ど
に

「
引
越
安
心
マ
ー
ク
」
を
表

示
で
き
る
。
一
方
で
、共
通
の

引
越
サ
ー
ビ
ス
名
称
内
の
事

業
所
に
、
利
用
者
向
け
相
談

窓
口
を
設
置
す
る
ほ
か
、
標

準
引
越
運
送
約
款

や
関
係
法
令
を
遵

守
し
た
対
応
に
努

め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

関
東
地
域
で
は
、
昨
年
９

月
に
策
定
さ
れ
た「
関
東
地

域
事
業
用
自
動
車
安
全
施
策

２
０
２
５
」
に
お
い
て「
飲

酒
運
転
ゼ
ロ
」
を
目
標
に
掲

げ
て
い
る
が
、
施
策
策
定
後

も
国
土
交
通
省
へ
の
報
告
ベ

ー
ス
で
４
件
も
の
ト
ラ
ッ
ク

者
数
で
は
、
神
奈
川
県
が
１

３
９
人
で
最
多
と
な
り
、
東

京
都
は
１
３
４
人
で
こ
れ
に

次
い
だ
こ
と
か
ら
、
一
昨
年

の
ワ
ー
ス
ト
を
返
上
し
た
。

以
下
、
北
海
道
１
２
９
人
、

埼
玉
県
１
２
５
人
、
千
葉
県

１
２
２
人
、
大
阪
府
１
２
０

人
、
愛
知
県
１
１
２
人
の
順

と
な
っ
て
い
る
。

に
よ
る
酒
気
帯
び
運
転
事
案

が
発
生
し
て
い
る
。
同
局
は

強
い
危
機
感
を
示
し
、「
飲

酒
運
転
は
運
送
事
業
全
体
の

社
会
的
信
用
を
失
墜
さ
せ
る

重
大
な
違
反
行
為
」と
し
て
、

事
業
者
に
対
し
、
運
転
者
へ

の
指
導
と
再
発
防
止
の
取
り

組
み
を
一
層
徹
底
す
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

一
方
、
警
視
庁
が
１
月
５

日
に
公
表
し
た「
交
通
人
身

事
故
発
生
状
況（
日
報
）」に

よ
る
と
、
令
和
７
年
中
に
発

生
し
た
交
通
事
故
発
生
件
数

は
３
万
２
５
１

人
、
死
者
数
は

１
３
４
人
、
負

傷
者
数
は
３
万

３
４
２
５
人
だ
っ
た（
い
ず

れ
も
確
定
前
）。死
者
数
は
前

年
よ
り
12
人
減
少
し
た
も
の

の
、
発
生
件
数
と
負
傷
者
数

は
い
ず
れ
も
増
加
に
転
じ
た
。

集
中
監
視
月
間
で
は
、ト

ラ
ッ
ク
事
業
者
や
倉
庫
業
者

か
ら
の
情
報
提
供
を
も
と
に
、

長
時
間
の
荷
待
ち
や
契
約
に

な
い
付
帯
業
務
な
ど
、
違
反

原
因
行
為
の
疑
い
が
あ
る
荷

主
・
元
請
事
業
者
へ
の
是
正

指
導
を
実
施
。
全
国
で「
働

き
か
け
」３
６
３
件
、「
要
請
」

７
件
を
行
い
、
過
去
に
要
請

を
受
け
な
が
ら
改
善
が
み
ら

れ
な
か
っ
た
着
荷
主
１
社
に

対
し
て
は
、「
勧
告
」と
公
表

に
踏
み
切
っ
た
。

特
に
、関
運
局
管
内
で
は
、

累
計
で「
要
請
」
94
件
、「
働

き
か
け
」７
６
８
件
に
達
し
、

全
国
の
中
で
も
突
出
し
た
件

数
と
な
っ
て
い
る
。
荷
主
・

元
請
事
業
者
の
集
積
地
で

あ
る
首
都

圏
が
、
Ｇ
メ

都
圏
の
大
規
模
物
流
拠
点
に

お
け
る
商
慣
行
が
、ド
ラ
イ
バ

ー
の
長
時
間
労
働
や
法
令
違

反
を
強
く
誘
発
し
て
い
る
実

態
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

国
交
省
は
今
後
、
公
取
委

や
中
小
企
業
庁
と
と
も
に
、

ン
活
動
の
重
点
エ
リ
ア
と
な

っ
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
東
京
で
は
10
月
28

日
、29
日
の
２
日
間
、全
国
の

ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ
ン
が

集
結
し
、
公
正
取
引
委
員
会

や
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
Ｇ
メ
ン

調
査
員
と
合
同
で
、
大
規
模

荷
主
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。

荷
主
の
本
社
や
物
流
拠
点

を
中
心
に
１
２
０
社
を
訪
問

し
、
今
年
１
月
に
施
行
さ
れ

た「
中
小
受
託
取
引
適
正
化

法（
取
適
法
）」に
つ
い
て
、周

知
と
是
正
要
請
を
行
っ
た
。

集
中
監
視
月
間
に
関
運
局

管
内
で
把
握
さ
れ
た
違
反
原

因
行
為
で
は
、「
長
時
間
の
荷

待
ち
」が
40
％
と
最
も
多
く
、

「
契
約
に
な
い
付
帯
業
務
」

が
38
％
で
続
き
、
両
者
で
全

体
の
約
８
割
を
占
め
た
。
首

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
・

取
適
法
両
法
に
基
づ
く
執
行

情
報
の
共
有
を
図
る
た
め
定

期
的
な
連
絡
会
議
を
開
催

し
、
取
引
適
正
化
に
向
け
て

シ
ー
ム
レ
ス
な
連
携
を
一
段

と
進
め
る
方
針
だ
。

関
運
局
飲
酒
運
転
防
止
の
徹
底
を
求
め
る

交
通
事
故
死
者
数
２
５
４
７
人

東
京
12
人
減
の
１
３
４
人

警察庁

令
和
７
年

２
０
２
６
年
、あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
皆
様
に
と
っ
て

本
年
が
よ
り
良
い
年
と
な
る
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
労
務
管
理
等
の
改
善
・
整
備
に
対
し
、で
き
る

だ
け
的
確
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
一
層

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

人
事
労
務
管
理
に
関
連
す
る
法
改
正
は
、今
年
も
数
多

く
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
提
出
見
送
り
と
な
り
ま

し
た
が
、そ
の
基
本
と
な
る
労
働
基
準
法
の
改
正
案
の
内

容
に
つ
い
て
解
説
い
た
し
ま
す
。

新
規
・
更
新
42
社（
１
２
７
事
業
所
）

全ト協

引
越
事
業
者
優
良
認
定

２
０
２
５

年

度

着
荷
主
１
社
に
勧
告
も

国交省

トラック・物流Ｇメン
集中監視月間結果公表
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２
０
２
６
年
の
幕
開
け
で
あ
る
。

今
年
の
干
支
は「
午
」
に
当
た
り
、60

年
に
一
度
巡
っ
て
く
る
「
丙ひ

の
え
う
ま午
」
で

あ
る
。
五
行
思
想
で
は「
丙
」と「
午
」

は
い
ず
れ
も
「
火
」
の
属
性
が
重
な

る
た
め
、
す
こ
ぶ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

満
ち
た
年
と
さ
れ
る
。
大
き
な
成
長

や
変
化
の
可
能
性
を
秘
め
る
一
方

で
、
極
端
な
状
態
を
起
こ
す
こ
と
も

示
唆
し
て
い
る
。戦
前
の
午
年
に
は
、

日
米
修
好
通
商
条
約
の
調
印
や
日
清

戦
争
の
勃
発
、
戦
後
に
は
高
度
経
済

多
く
産
出
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
神

事
で
、
４
人
の
騎
手
が
馬
を
引
き
、

２
０
０
㍍
の
距
離
を
３
往
復
す
る
。

周
辺
の
街
灯
を
消
し
、
幻
想
的
な
神

事
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
で

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
５
月
５
日
午
後
６
時
に

花
火
の
合
図
と
と
も
に
６
張
り
の
太

鼓
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
、
８
基
の
神み

こ
し輿

が
御
旅
所
ま
で
渡
御
す
る
。

こ
れ
ら
は
、
神
様
の
乗
り
物
と
し

て
、
馬
を
大
切
に
し
て
い
た
時
代
の

文
化
や
信
仰
を
、今
に
伝
え
て
い
る
。

「
丙
午
」
の
今
年
は
、
ど
の
よ
う
な

年
に
な
る
の
か
。
輸
送
の
安
全
を
第

一
に
、す
べ
て
が「
う
ま
」
く
い
く
１

年
で
あ
る
よ
う
願
い
た
い
。

（
写
真
・
文
＝
小
絹
来
佳
）

成
長
の
始
ま
り
と
な
る
神
武
景
気
の

開
始
、
さ
ら
に
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊

開
始
な
ど
、
大
き
な
局
面
を
迎
え
た

年
は
午
年
と
重
な
っ
て
き
た
。

午
年
の
株
式
市
場
に
「
午
尻
下
が

り
」
と
い
う
相
場
格
言
が
あ
る
。
日

経
平
均
株
価
の
騰
落
率
は
十
二
支
の

中
で「
午
年
」
が
最
も
低
い
、マ
イ
ナ

ス
５
・
０
％
を
示
す
が
、
こ
れ
は
あ

く
ま
で
も
平
均
値
の
話
。

一
方
、運
輸
に
係
る「
運
ぶ
」
と
い

う
行
為
は
、
遠
く
ま
で
荷
物
や
人
を

運
べ
る
「
馬
」
が
活
用
さ
れ
て
き
た

こ
と
が
、
い
わ
ば
輸
送
の
原
点
と
い

え
る
。
歴
史
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者

に
は
、
今
な
お
馬
を
敬
い
、
祀
る
風

習
が
残
っ
て
い
る
。

都
内
で
「
馬
」
に
関
わ
る
神
社

と
な
る
と
、
千
束
八
幡
神
社（
大

田
区
）、
矢や

さ
き先
稲い

な
り荷
神
社（
台
東

区
）、
神
田
神
社（
神
田
明
神
・
千

代
田
区
）、
五
方
山
熊
野
神
社（
葛

飾
区
）な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
あ

わ
せ
て
、
約
１
９
０
０
年
前
に
創

建
さ
れ
た
武
蔵
国
の
総
社
と
し
て

知
ら
れ
る
大お

お
く
に
た
ま

國
魂
神
社（
府
中
市
）

も
、
馬
と
は
古
く
か
ら
深
い
つ
な

が
り
が
あ
る
。

か
つ
て
、
武
蔵
国
で
は
馬
の
飼

育
が
盛
ん
で
、
朝
廷
に
献
上
さ
れ

た
馬
も
多
く
い
た
と
い
う
。
広
大

な
大
地
と
豊
か
な
水
源
に
恵
ま
れ
、

飼
育
に
は
最
適
な
環
境
だ
っ
た
。
同

地
の
古
墳
か
ら
は
、
豪
華
な
馬
具
が

多
数
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
馬

の
飼
育
は
古
墳
時
代
に
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
馬
は
輸
送
機

能
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
支
配
者

の
権
力
を
象
徴
す
る
も
の
で
も
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
武
士
の
時
代
に
は
戦
い
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
い
、
農
耕

に
も
用
い
ら
れ
、
馬
市
も
盛
ん
に
開

か
れ
て
い
た
。

大
國
魂
神
社
で
５
月
に
行
わ
れ
る

「
く
ら
や
み
祭
」
は
、
武
蔵
国
の
「
国

府
祭
」
を
起
源
と
す
る
１
０
０
０
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
祭
礼
で
、
都
の

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
５
月
３
日
午
後
８
時
か
ら
行
わ

れ
る「
競こ

ま
く
ら
べ

馬
式
」
は
、周
辺
で
駿
馬
が

神社と馬の深い縁

「
復
活
と
再
生
」
の
巳

年
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
た

今
年
は
午う

ま

年ど
し

。
と
い
う
こ

と
で
、
年
の
初
め
の
運
試

し
に
選
ん
だ
の
が
１
月
４

日
の
中
山
競
馬
場
。
が
、

過
去
に
「
オ
ケ
ラ
街
道
」

を
ト
ボ
ト
ボ
と
歩
い
て
帰

っ
た
記
憶
が
よ
み
が
え
り

断
念
し
た
◆
初
詣
の
候
補

は
当
初
、
勝
ち
運
ご
利
益

の
千
束
八
幡
神
社
や
同
市

内
に
東
京
競
馬
場
を
擁
す

る
大
國
魂
神
社
な
ど
。
最

終
的
に
は
馬
と
の
縁
も
あ

っ
て
商
売
繁
盛
・
開
運
招

福
の
ご
利
益
が
あ
り
、
厄

除
け
の
神
と
し
て
も
評
判

の
、
台
東
区
松
が
谷
に
あ

る
矢
先
稲
荷
神
社
に
出
か

け
た
◆
境
内
の
掲
示
に
よ

れ
ば
、
三
代
将
軍
家
光
が

同
地
に
浅
草
三
十
三
間
堂

を
建
て
た
際
、
そ
の
鎮
守

と
し
て
稲
荷
神
を
祭
っ
た

と
の
こ
と
。
同
社
は
「
浅

草
名
所
七
福
神
」
の
福
禄

寿
を
担
っ
て
い
る
。
拝
殿

に
は
〝
乗
馬
姿
〞
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た
百
枚
の
天
井

画
が
奉
納
さ
れ
て
お
り
、

曲ま

垣が
き

平へ
い

九く

郎ろ
う

が
馬
で
「
出

世
の
石
段
」
を
駆
け
上
が

る
姿
な
ど
も
描
か
れ
て
い

る
◆
天
井
画
の
神こ

う
ご
う々

し
い

馬
た
ち
か
ら
パ
ワ
ー
を
い

た
だ
い
た
あ
と
、
物
事
が

う
ま
（
馬
）
く
い
く
よ
う

に
と
、
開
運
お
守
り
「
縁え

ん

起ぎ

神し
ん

馬め

根ね

付つ
け

」
を
拝
受
し

て
き
た
◆
今
年
の
干
支
は

丙
午
で
、「
情
熱
と
行
動

力
で
道
を
切
り
開
く
年
」

と
か
。
た
だ
し
勢
い
余
っ

て
独
断
専
行
に
な
る
こ
と

も
あ
る
。
協
調
や
冷
静
さ

を
意
識
し
て
お
き
た
い
。

２枚のイラストは同じように見えますがよく見ると違いがあります。
それは何か所でしょう?
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